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Ⅰ．　目　　　　　的

　地域に必要な医師などが確保され，安心できる医
療サービスを受けることができる医療体制を実現す
るためには，医療資源の偏在解消などをはじめとし
た医療提供体制の最適化を推進していく必要がある。
　このため，23 年度，24 年度の 2ヵ年で，医師の診
療科・地域偏在の解消に向けた調査・分析および今
後の取組みの方向性の検討を行うこととし，24 年度
においては 23 年度に実施した需給にかかる将来推計
をさらに精緻化するとともに，日常的な医療や救急
医療について，県民のアクセス状況の分析を行った。

Ⅱ．　委員会の開催

（1）開催日時　平成 24 年 9 月 10 日（月）19 時～
（2）協議事項
　・医療資源の偏在解消に向けた検討について
　・偏在解消のための医師配置について

Ⅲ．　調査検討概要

　分析については平成 23 年度に引続き専門コンサル
タントを活用し，本委員会において調査・分析手法
の検討や地域特性など医療現場における実態を踏ま
えた検討を行った。
₁　平成 ₃₂（₂₀₂₀）年における医師の需給の将来
予測

（1）方　法
　平成 23 年度に行った過去の傾向の延長によるシ
ミュレーションを踏まえ，平成 24 年度は，今後顕在
化すると考えられる社会的・経済的・医学的な因子
をパラメータとして加味したシミュレーションを
行った。
　具体的には，将来の需給動向に影響を与える蓋然
性・影響度の比較的高い因子を特定した上で，各因
子の影響による医師数・患者数の変化を，地域・診
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療科別に定量化した。そして，この定量化の結果に
基づき，現状と比較した医師の負担の変化という観
点から課題を特定することとした。
　シミュレーションにあたっては，以下の 2段階の
過程を経て推計を行った。
　①将来の需給動向に影響を与える変数（パラ
メータ）の特定

　医師の需給に影響を与える可能性のある社会的・
経済的・医学的な因子をパラメータ候補として抽出
し，リスト化した。これらのリスト化されたパラ
メータを発生の蓋然性（確からしさ）によって分類
（（ア）現在すでに発生しており，今後も継続するこ
とが見込まれる，（イ）今後高確率で顕在化，（ウ）
今後の発生確率は限定的）した。その上で，今回の
試算で考慮に入れるべきパラメータを選定した。そ
れは，高い蓋然性を持つこと，単純なトレンドの引
き延ばしでは反映されえない影響を与えること，と
いう観点から行った。
　こうして，今後顕在化し，需給に影響すると考え
られるパラメータを 31 個設定した上で，蓋然性と影
響度に基づき 8つを選定し，定量化を実施した。こ
の中で，比較的影響度の大きなパラメータは高齢医
師の引退，女性医師の増加，入院日数の短縮・病床
削減であると考えられた。
　②選定されたパラメータの影響の地域ごと・診
療科ごとの評価および試算

　上記を経て選定されたパラメータの影響範囲を特
定する際には，地域ごと，広島県全体，中山間部/都
市部ごと，二次医療圏ごと，診療科ごと，といった
軸を設定し，選定されたパラメータが影響を与える
診療科の特定を行った。また，パラメータの影響度
については，各情報ソースを用いるとともに，医療
政策に通じた有識者や，医師などの意見を把握し，
それらを反映することを試みた。
　なお，本シミュレーションの過程では，必要な医
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師数の絶対的な基準を設定し，いわゆる「過不足」
を定量的に定義することを試みたが，種々の検討の
結果，ある地域での医師の過不足を絶対的に評価で
きる指標を設定するのは困難であることから，医師
の負担に着目した「相対的な負担感」の変化をもっ
て，医師需給の変化を見ることとした。
　つまり，地域ごとの疾病構造，地理的特性，存在
する医師の診療科，専門性は区々であり，必要とさ
れる医療行為の量は，上記の要素に左右され，患者
それぞれの病態によっても影響されるため，定量的
に設定することは困難であり，理論的にも絶対評価
に用いる指標の設定は困難との見解が専門家や文献
調査などからも裏付けられた。そこで，患者数で見
た医師一人の負担に着目した相対評価が有効という
考え方を採用した。具体的には，「特定の地域におけ
る同一診療科の医師あたり患者数の過去と比較」「特
定の地域における同一診療科の医師あたり患者数を
広島の平均と比較」という観点から，医師あたり患
者数を相対的に比較することにより，医師の負担を
評価した。
（2）結　果
　市町別の需給の現状を見ると，ばらつきはあるも
のの，全体の傾向としては，沿岸都市部と比較して
中山間部で医師が少ない傾向にある。神石高原町の
ように複数の診療科について医師が存在しない市町
も存在する。
　患者・医師双方について，過去の傾向が今後も続
くとすると，医師が減少傾向にある中山間部におい
ては，医師の不安感も手伝って，さらに需給の
ギャップが拡大するおそれがある。
　こうした状況を踏まえ，2020 年について，社会
的・医学的変化を考慮した需給シミュレーションを
行うと，特に高齢医師の引退，女性医師の増加など
が影響し，県全体で負担が増加する診療科，特に中
山間部で負担が増加する診療科が存在すること，一
方で医師の負担が減少する診療科も存在することが
分かった。
　以上により，県全体では将来，医師の負担は増加
する。診療科別に見ると，現状比で 50％以上負担が
増えるのは，県全体の外科，整形外科，耳鼻咽喉科，
中山間部の眼科，30～50％の負担増は中山間部の内
科であるとの結果が出た。

₂　プライマリケアおよび救急医療のアクセス状況
の把握

　県民に対する必要な医療提供が確保されているか，
という観点から，日常的な医療の確保状況（プライ
マリ・ケア）を内科，小児科，分娩可能な産婦人科
の状況および致命的な救急医療の確保状況を脳卒中
にかかる t-PAおよびクリッピングならびに心筋梗塞
にかかる PCIの実施状況に基づき調査・分析した。
（1）方　法
　プライマリ・ケアについては，医療施設調査の
データに基づき，医療機関の所在状況を GISシステ
ムに落とし込んでいった。この場合，望ましいプラ
イマリケア提供医療機関へのアクセス時間を一律に
設定することはできないため，15 分，30 分，60 分
といった区切りで，アクセス確保状況を把握した。
　救急医療については，直ちに，各医療機関で実施
している手技を把握できる統一的なデータが存在し
ないため，県への申告・実績データなどに加え，専
門医の意見に基づき特定することとした。また，救
急医療の各手技にかかる望ましい基準時間（救急車
の到着から医療機関到着までの時間）は，救急アク
セスに関する各種ガイドラインなどを参照し，望ま
しいアクセスの基準時間を設定し，現状を評価する
手法を採った。
　また，これに加え，救急医療については，医療機
能を集約した場合のシミュレーションを行った。こ
の目的は，集約化を行う際にどの程度までの集約化
を行えばアクセスに問題が起こるか，を把握するこ
とである。具体的には，集約化による質の向上の実
現も考慮し，現在の実施件数が多いところに集約を
行うと仮定した。なお，この際，実現性については
一旦考慮にいれず，純粋なアクセスの分析を行った。
（2）結　果
　プライマリケアへのアクセスについては，現状で
は，内科・小児科では約 90％の人口が 15 分以内，
97％が 30 分以内に診療施設を持つ，お産については
98％の人口の 1時間以内のアクセスが確保されてい
ることが確認された。
　救急 3手技の実施施設に対するアクセスの現状は，
t-PA，クリッピングについては目安となる 70 分以内
に 99％以上，PCIでは目安となる 45 分以内に 96％
以上の人口がカバーされることが分かった。
　また，これらの 3手技の実施施設を現状の 30 箇所
以上の状況から，広島，福山，三次の 3ヵ所に集約
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した場合のアクセス状況をシミュレーションした結
果，t-PA，クリッピングの人口カバー率は約 97％，
PCIは約 73％となることが予測された。

Ⅳ．　今後の方向性

　医療提供体制の偏在解消に向けた今後の施策の方

向性としては，医療機能の強化（機能分担・機能集
約，連携体制の強化），医師確保と適正配置，受療行
動の適正化などが求められる。今回の分析結果を踏
まえ，目標を明確にして関係者合意を得ながら具体
的な取組に着手することが必要である。
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育
の
強
化
、

9.
情
報
の
公
開

現
状

の
把
握

Ｐ
３

課
題

の
抽
出
と

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
２
９

対
策

の
検

討
・
実
行

Ｐ
４
９

1
検

討
の

全
体

像

１
現

状
の

把
握

３
対

策
の

検
討

・
実

行

A
. 供

給
面

–
医

師
, 施

設
, 機

器
の

配
置

等

プ
ラ
イ
マ
リ
・
救

急
へ

の
ア
ク
セ
ス

B
. 需

要
面

–
地

域
別

・
診

療
科

別
の

患
者

数
，
受

診
率

，
手

技
等

広
島

県
の

医
療

提
供

体
制

の
現

状
把

握

医
師

の
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

A
. 需

給
の

現
状

分
析

B
. 需

給
の

単
純

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

C
. 社

会
的

・
医

学
的

要
因

の
変

化
を

踏
ま
え
た
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

広
島

県
が

取
り
得

る
政

策
の

検
討

A
. 医

療
提

供
体

制
の

あ
る
べ

き
姿

B
. 課

題
解

決
に
向

け
た
打

ち
手

の
検

討

C
. 施

策
へ

の
落

と
し
込

み
・
関

係
者

合
意

D
. 施

策
の

実
行

ア
ク
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

A
. 救

急
医

療
の

現
状

分
析

B
. 救

急
医

療
・
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
へ

の
ア
ク
セ
ス
（
機

能
）
分

析

C
. 集

約
化

等
な
ど
を
行

っ
た
場

合
の

ア
ク
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

２
課

題
の

抽
出

と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

3

1.
現

状
の

把
握

（
１
）
広

島
県

の
医

療
提

供
体

制

①
医

療
提

供
・
受

診
の

概
況

Ｐ
４

②
医

師
数

と
患

者
数

Ｐ
７

③
医

療
機

器
の

状
況

Ｐ
１
５

④
救

急
搬

送
Ｐ
１
８

⑤
在

宅
医

療
Ｐ
１
９

⑥
特

定
の

疾
患

の
手

術
件

数
Ｐ
２
０

現
状

の
把

握

（　　）6



4
1（

１
）
①

医
療

提
供

・
受

診
の

概
況

施
設

、
病

床
、
医

師
、
医

療
機

器
の

ど
れ

を
と
っ
て
も
、
全

国
の

水
準

を
上

回
っ
て
い
る

人
口

10
万
人
当
た
り
一
般
病
院
数

(2
00

8)

資
料

:
総
務
省
統
計
局
「
統
計
で
み
る
都
道
府
県
の
す
が
た

20
11

」
、
総
務
省
国
勢
調
査
、
広
島
県
分
析

6.
0

7.
8

+3
0%

全
国
平
均

中
国
地
方
平
均

広
島

県
7.

8
(全

国
18

位
)

人
口

10
万
人
当
た
り
の
病
床
数

(2
00

8)

人
口

10
万
人
当
た
り
医
療
施
設
に
従
事
す
る
医
師
数

(2
00

8)
人
口

10
万
人
当
た
り

C
T台

数
(2

01
0)

1,
05

7.
9

+1
2%

全
国
平
均

中
国
地
方
平
均

1,
31

0.
3

広
島

県
1,

18
7.

5
(全

国
23

位
)

21
2.

9

+7
%

全
国
平
均

中
国
地
方
平
均

24
1.

4

広
島

県
22

7.
4

(1
9位

)

6.
87.

8

+7
%

全
国
平
均

中
国
地
方
平
均

広
島

県
7.

3
(全

国
21

位
）

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

6
受

診
の

状
況

は
全

国
に
比

べ
て
高

水
準

医
師

一
人

当
た
り
患

者
数

は
全

国
平

均
よ
り
多

い
。
頻

回
受

診
も
一

つ
の

要
因

と
考

え
ら
れ

る
。

常
勤
医
師

1人
当
た
り
の

1日
当
た
り
の
患
者
数

1 (
外
来

+在
院

); 
20

08
再
診
の
患
者
に
お
け
る
平
均
の
診
療
間
隔

2 ; 
日

; 2
00

8

資
料

:
総
務
省
統
計
局
「
統
計
で
み
る
都
道
府
県
の
す
が
た

20
11

」
、
厚

生
労
働

省
患

者
調
査

1 
[一

般
病
院
に
お
け
る
年
間
患
者
延
べ
数

] /
 [一

般
病
院
常
勤
医
師
数

] /
 3

65
日
と
し
て
総
務
省
が
算
出

2 
31

日
以
内
に
再
訪
し
た
患
者
の
平
均
診
療
間
隔
で
あ
り
、
患
者
の
住
所
地
に
よ
る
。
住
所
地
「
不
詳
」
は
除
く

19
.4

(全
国

19
位

)

+6
%

広
島

県

18
.3

全
国
平
均

中
国
地
方
平
均

17
.9

8.
28.

5
8.

58.
8

9.
0

9.
1

9.
2

9.
3

9.
39.
4

9.
4

9.
5

9.
5

9.
6

9.
6

9.
7

9.
7

9.
8

9.
8

10
.0

10
.0

10
.0

10
.1

10
.1

10
.1

10
.2

10
.2

10
.2

10
.2

10
.210

.5
10

.6
10

.6
10

.6
10

.7
10

.7
10

.7
10

.7
10

.8
10

.9
10

.9
11

.1
11

.1
11

.3
11

.3
11

.5
11

.6
新

潟
秋

田

滋
賀

岩
手

群
馬

神
奈
川

山
梨

宮
城

鳥
取

福
島

熊
本

茨
城

静
岡

長
野

島
根

沖
縄

三
重

北
海
道

栃
木

富
山

京
都

奈
良

青
森

埼
玉

石
川

千
葉

東
京

愛
知

岐
阜

岡
山

山
口

高
知

兵
庫

長
崎

山
形

大
分

和
歌
山

徳
島

愛
媛

宮
崎

福
井

鹿
児
島

香
川

広
島

福
岡

佐
賀

大
阪

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

5
た
だ
し
病

床
は

分
散

傾
向

で
20

0床
以

下
の

中
小

病
院

数
が

他
都

道
府

県
と
比

べ
て
特

に
多

い

17
21

8
10 122632

10
0%

 =

49
以

下

50
～

99

10
0～

19
9

20
0～

39
9

40
0以

上

全
国

平
均

8,
67

0

広
島

25
4

162435

資
料

:
医
療
施
設
調
査

(2
01

0年
)、
人
口
動
態
調
査

(2
01

0年
)

病
床

規
模

別
病

院
構

成
割

合
%

人
口

10
万

人
当

た
り
の

病
院

数

0.
7

1.
6

3.
1

2.
2

1.
4

0.
7

1.
5

2.
2

1.
8

0.
8

50
～

99
10

0～
19

9
49

以
下

40
0以

上
20

0～
39

9
病

床
数

広
島

全
国
平
均

病
床

数

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

7
1（

1）
②

医
師

数
と
患

者
数

人
口

千
人

あ
た
り
医

師
数

（
市

町
別

）
病

院
・
診

療
所

と
も
ば

ら
つ
き
が

見
ら
れ

る

3.
0

1.
5

1.
5

2.
7

1.
3

2.
4

0.
8

2.
1

1.
72.

2
2.

22.
6

2.
4

2.
1

2.
02.

5
1.

4
2.

7
1.

8
1.

9
7.

0
1.

6
6.

4
2.

7
1.

61.
9

1.
8

1.
4

3.
1

2.
0

竹
原
市

大
竹
市

安
芸
高
田
市

庄
原
市

府
中
市

府
中
町

三
次
市

安
芸

区
三
原
市

廿
日
市
市

坂
町

中
区

佐
伯

区
南

区
尾
道
市

安
佐

北
区

西
区

東
広
島
市

安
佐

南
区

呉
市

平
均

2.
3

安
芸
太
田
町

大
崎
上
島
町

神
石
高
原
町

世
羅
町

東
区

北
広
島
町

熊
野
町

江
田
島
市

海
田
町

福
山
市

資
料

:
広
島
県
統
計
年
鑑

(平
成

22
年
版

)、
広
島
県

(2
01

1年
)、
厚
生
労
働
省
無
医
地
区
等
調
査

(2
00

9年
)

住
民

千
人

当
た
り
の

医
師

数

広
島
市

太
字

:

住
民

千
人

当
た
り
の

医
師

数
(病

院
)

住
民

千
人

当
た
り
の

医
師

数
(診

療
所

)

1.
6

0
0.

91.
7

0.
61.

5
0

0.
8

0.
31.

0
1.

01.
2

1.
3

0.
9

1.
01.
1

0.
4

1.
7

0.
9

0.
8

3.
4

0.
7

4.
3

1.
4

0.
7

0.
60.
9

0.
5

1.
7

1.
0

平
均

1.
1

1.
31.
5

0.
71.

1
0.

70.
9

0.
81.

31.
4

1.
2

1.
21.
4

1.
21.
2

1.
11.
4

1.
0

1.
0

0.
91.
1

3.
5

0.
9

2.
1

1.
2

0.
91.
3

0.
9

0.
81.

4
1.

0

平
均

1.
2

無
医

地
区

数

26211 12 2322 2

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

（　　）7



8
人

口
当

た
り
医

師
数

（
市

町
別

・
診

療
科

別
）

例
え
ば

内
科

に
お
い
て
市

町
別

に
偏

り
。
特

定
診

療
科

の
医

師
が

い
な
い
市

町
も
存

在

庄
原
市

16
.1

三
次
市

14
.0

神
石
高
原
町

9.
3

府
中
市

11
.9

福
山
市

9.
8

世
羅
町

6.
3

尾
道
市

13
.7

三
原
市

11
.1

大
崎
上
島
町

10
.0

竹
原
市

11
.2

東
広
島
市

10
.1

江
田
島
市

8.
8

呉
市

15
.1

廿
日
市
市

9.
0

大
竹
市

28
.7

北
広
島
町

13
.2

安
芸
太
田
町

16
.2

安
芸
郡
四
町

7.
8

安
芸
高
田
市

12
.5

広
島
市

13
.9

0 2.
2

3.
1

0.
5

1.
8

3.
8

1.
73.
5

4.
5

2.
9

2.
7

0.
24.
2

3.
0

2.
1

3.
25.
4

1.
9

3.
2

4.
1

0000 4.
68.
4

3.
07.
9

6.
212

.8

8.
9

3.
16.
8

4.
110

.5

9.
922

.1

5.
8

4.
110

.5

0000000 3.
0

1.
2

1.
7

1.
8

2.
2

1.
4

0.
9

1.
6

1.
6

0.
8

2.
2

1.
4

2.
5

00000000

8.
1

0.
73.
5

4.
1

5.
5

1.
8

3.
5

3.
5

3.
3

2.
14.
1

3.
4

0000 0.
9

1.
7

0.
9

0.
4

1.
7

1.
7

1.
2

1.
9

1.
2

0.
73.
1

1.
9

1.
5

1.
0

1.
3

1.
2

0 1.
7

1.
5

0.
1

1.
6

1.
7

1.
6

1.
8

1.
9

1.
8

2.
0

1.
2

2.
4

1.
5

2.
1

1.
44.
2

1.
7

1.
6

2.
5

0 0.
8

0.
7

0.
1

0.
3

1.
1

0.
6

0.
9

1.
1

1.
5

0.
6

0.
4

1.
0

0.
8

1.
4

0.
6

0.
3

0.
8

0.
7

1.
5

0 0.
4

0.
7

1.
2

0.
7

0.
1

0.
9

0.
7

1.
2

0.
9

0.
4

0.
6

0.
7

0.
7

0.
4

0.
1

0.
5

0.
9

0.
8

0.
9

000 0.
5

0.
6

0.
3

0.
4

0.
1

0.
6

0.
5

0.
7

0.
5

0.
1

0.
6

0.
7

0.
7

0.
1

1.
1

0.
3

0.
9

00000 0.
3

0.
3

0.
2

0.
5

0.
1

0.
6

0.
6

0.
3

0.
5

0.
5

0.
5

0.
7

0.
3

0.
3

0.
5

内
科

外
科

小
児

産
婦

お
産

1
精

神
整

形
眼

科
耳

鼻
皮

膚
泌

尿

人
; 人

口
1万

人
当

た
り
医

師
数

(小
児

・
産

婦
・
お
産

は
そ
れ

ぞ
れ

対
象

人
口

当
た
り

)

資
料

:
医
療
機
関
機
能
報
告

(2
01

0/
12

/1
)、

都
道
府
県
現
員
医
師
数
集
計
表

(2
01

0/
10

/5
)、
広
島
県
分
析

1 
お
産
可
能
年
齢

(1
5-

49
歳

)女
性
人
口
当
た
り
の
分
娩
取
扱
い
可
能
医
師
数
。
産
婦
人
科
医
師
と
重
複

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

10
医

師
数

の
推

移
過

去
4年

で
中

山
間

部
で
の

医
師

数
の

減
少

、
特

に
勤

務
医

の
減

少
が

見
ら
れ

る
広

島
県

の
医

師
数

; 2
00

6~
20

10
勤

務
医

の
み

の
減

少

開
業

医
の

み
の

減
少

勤
務

医
、
開

業
医

と
も
減

少

xx
x

xx
x

xx

勤
務

医
開

業
医

医
師

増
減

資
料

:
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
調
査

(2
00

6、
20

08
、

20
10

年
)

三
次

市

府
中

市

尾
道

市

世
羅

町

三
原

市

庄
原

市

福
山

市

神
石

高
原
町

安
芸

太
田
町

北
広

島
町

安
芸

高
田
市

竹
原

市

江
田

島
市

東
広

島
市

廿
日

市
市

呉
市

海
田

町 熊
野

町
坂

町

大
竹

市

府
中

町

広
島

市

15
21

22
27

4

-1
0

-1

5
2

7
-8

-2
-1

0 0
1

1

-6
0

-6

-4
1

-3

-8
3

-5

8
-3

5

10
7

17

7
-1

7
-1

0

0
-4

-4

1
3

4

-8
5

-3

0
1

1

-2
-1

4
-1

6
8

-6
2

4
-4

0

44
22

66

-8
-4

-1
2

-2
-1

-3
3

-6
-3

-8
1

-7

大
崎

上
島
町

24
3

10
7

35
0

ト
ー
タ
ル

医
局
の
機
能
が
低
下
し
、
地
域
部
へ
の
医
師

派
遣
の
機
能
が
弱
体
化
し
て
い
る

ど
こ
に
ど
れ
だ
け
の
医
療
従
事
者
が
必
要
か

と
い
う
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
な
分
析
が
行
わ
れ
て

い
な
い

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

9
現

状
に
お
い
て
特

定
の

診
療

科
の

医
師

が
い
な
い
市

町

20
11

年
で
医

師
が

存
在

し
な
い
市

町

沿
岸

都
市

部 中
山

間
部

全
外

科
小

児
科

産
婦

人
科

精
神

・
心

療
整

形
・

リ
ハ

眼
科

耳
鼻

科
皮

膚
科

泌
尿

器
科

大
崎
上
島
町

江
田
島
市

北
広
島
町

神
石
高
原
町

世
羅
町

安
芸
太
田
町

庄
原
町

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

11
患

者
数

（
診

療
科

別
）

患
者

調
査

の
IC

D
コ
ー
ド
の

病
名

を
診

療
科

に
紐

付
け
て
デ
ー
タ
を
作

成


診

療
科

毎
の

患
者

数
を
示

す
デ
ー
タ
が

入
手

で
き
な
か

っ
た
た
め
、
患

者
調

査
の

疾
病

名
（
IC

D
コ
ー
ド
）
を
診

療
科

に
紐

付
け
る

こ
と
で
、
診

療
科

別
患

者
数

デ
ー
タ
の

代
用

と
し
た


患

者
調

査
の

19
7,

16
8レ

コ
ー
ド
か

ら
、
デ
ー
タ
入

力
が

正
し
く
、
か

つ
IC

D
コ
ー
ド
が

割
り
振

ら
れ

た
17

5,
01

3レ
コ
ー
ド
を
抽

出


IC
D
コ
ー
ド
を
下

記
の

よ
う
に
診

療
科

に
紐

付
け
、
診

療
科

毎
の

患
者

数
を
計

算


こ
れ

に
よ
り
、
医

療
機

関
別

・
診

療
科

別
の

患
者

数
（
一

日
当

た
り
）
を
把

握

資
料

:
厚
生
労
働
省
、
チ
ー
ム
討
議

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）
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12
医

師
あ
た
り
患

者
数

（
市

町
別

・
診

療
科

別
）

例
え
ば

内
科

に
お
い
て
は

人
口

あ
た
り
医

師
数

の
偏

り
（
P8

）
に
比

し
て
ば

ら
つ
き
が

小
さ
い

医
師

当
た
り

1日
患

者
数

; 分
娩

取
り
扱

い
医

師
当

た
り
年

間
分

娩
数

3031333436473334353426

51

2735252836413526

庄
原
市

三
次
市

神
石
高
原
町

府
中
市

福
山
市

世
羅
町

尾
道
市

三
原
市

大
崎
上
島
町

竹
原
市

東
広
島
市

江
田
島
市

呉
市

廿
日
市
市

大
竹
市

北
広
島
町

安
芸
太
田
町

安
芸
郡
四
町

安
芸
高
田
市

広
島
市

3734

6146

182328211726192435191921

39

18 N
/A

20
1

456048342943

91

4755323823

6485

36

N
/A

13
2

N
/A

N
/A

N
/A

10106130139861113

62

091511 N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

17

73

13
8

10
6

N
/A

N
/A

22
6

N
/A

13
819

0

N
/A

N
/A19

8

15
5

12
5

10
2

N
/A

15
8

N
/A

93

6455505049334526

5247283052365340

N
/A

N
/A

N
/A

49

83

445245

77547554

98

49657594

4849

91

52

N
/A

13
1

21

51

0212749

16

4628363754

24

85

1

5477

29

10
4

N
/A

35242942

1326393551323441

95

8284430

N
/A

N
/A

N
/A

39

7360

13

4744384241674726336081

41

N
/A

N
/A

N
/A

14
7

内
科

外
科

小
児

産
婦

お
産

1
精

神
整

形
眼

科
耳

鼻
皮

膚
泌

尿 211671341488106138151711 N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

N
/A

資
料

:
医
療
機
関
機
能
報
告

(2
01

0/
12

/1
)、

都
道
府
県
現
員
医
師
数
集
計
表

(2
01

0/
10

/5
)、
広
島
県
患
者
調
査

(2
00

5)
、
広
島
県
分
析

1 
分
娩
取
扱
い
可
能
医
師
数
当
た
り
分
娩
数
。
産
婦
人
科
医
師
と
重
複

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

14
人

口
当

た
り
の

医
師

数
と
受

診
患

者
数

は
正

の
相

関
を
示

す
1

010203040506070809010
0

11
0

12
0

0
0.

5
1.

0
1.

5
2.

0
2.

5
3.

0
3.

5
人

口
千

人
当

た
り
の

医
師

数 人

東
区

廿
日
市
市

三
原
市

安
芸
区

三
次
市

府
中
町

府
中
市

庄
原
市

安
芸
高
田
市

人
口

千
人

当
た
り
の

来
訪

患
者

数
(2

00
5)

2

人

江
田
島
市

大
竹
市

海
田
町

熊
野
町

北
広
島
町

世
羅
町

坂
町

神
石
高
原
町

大
崎
上
島
町

安
芸
太
田
町

福
山
市

呉
市

安
佐
南
区

東
広
島
市

安
佐
北
区

尾
道
市

南
区

佐
伯
区

竹
原
市

資
料

:
広
島
県
統
計
年
鑑

(2
00

5年
)、
広
島
県
患
者
調
査

(2
00

6年
)、
医

師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤

師
調
査

(2
00

6年
)

1 
R

2 
= 

0.
73

 (中
区
・
西
区
を
除
い
た
場
合

0.
64

)
2 
調
査
日

1日
(2

00
5年

10
月

18
日
～

21
日
の
う
ち

1日
)に

訪
れ
た
患
者
数
。
市
町
毎
の
調
査
回
収
率
で
調
整
後

中
区

(6
.6

, 2
50

)

西
区

(4
.7

, 9
3)

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

13
患

者
あ
た
り
医

師
数

（
市

町
別

）
病

院
で
大

き
な
バ

ラ
つ
き
。
主

に
県

北
部

で
の

病
院

勤
務

医
師

が
不

足
し
て
い
る
可

能
性

00
1.

8
1.

82.
6

2.
6

2.
6

2.
73.
0

3.
23.
4

3.
53.
8

3.
8

4.
04.
1

4.
24.
4

4.
6

4.
75.

76.
1

2.
32.

93.
5

3.
63.
95.

4
5.

5

Ø
 3

.7

大
崎
上
島
町

熊
野
町

江
田
島
市

世
羅
町

安
芸
高
田
市

三
原
市

竹
原
市

北
広
島
町

安
芸
太
田
町

府
中
市

庄
原
市

神
石
高
原
町

三
次
市

福
山
市

東
広
島
市

廿
日
市
市

大
竹
市

府
中
町

坂
町

尾
道
市

呉
市

海
田
町

安
佐
南
区

南
区

佐
伯
区

東
区

安
芸
区

安
佐
北
区

中
区

西
区

12
.4

1.
41.
72.
0

1.
3

1.
51.
9

1.
41.
8

1.
31.
8

1.
3

0.
81.

6
1.

51.
9

1.
6

1.
7

1.
6

1.
6

1.
82.
1

1.
8

1.
41.
7

1.
5

1.
4

1.
5

1.
21.
51.
8

Ø
 1

.6

1.
3

1.
51.
7

1.
42.
0

2.
1

1.
81.
9

1.
72.
02.
2

1.
82.
3

2.
22.
6

2.
3

2.
4

2.
13.

3
2.

33.
1

2.
2

1.
51.
8

1.
9

1.
92.
1

2.
12.
6

5.
1

Ø
 2

.2

病
院

受
診

患
者

1 1
00

人
当

た
り
の

病
院

医
師

数
受

診
患

者
10

0人
当

た
り
の

医
師

数
診

療
所

受
診

患
者

10
0人

当
た
り
の

診
療

所
医

師
数

資
料

:
広
島
県
統
計
年
鑑

(2
00

5年
)、
広
島
県
患
者
調
査

(2
00

6年
)、
医

師
・
歯
科

医
師
・
薬
剤

師
調
査

(2
00

6年
)

20
05 広 島 市

医
師
不
足
の
声
が
頻
繁

に
上
が
る
地
域

医
師
不
足
の
声
が
頻

繁
に
上
が
っ
て
い
る

市
町
で
は
、
患
者
数

あ
た
り
医
師
数
が
相

対
的
に
少
な
い
こ
と
が

影
響
し
て
い
る
可
能

性

1 
入
院
・
外
来
を
両
方
含
む

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

15
１
（
1）

③
医

療
機

器
の

状
況

人
口

当
た
り
Ｃ
Ｔ
／

Ｍ
Ｒ
Ｉ設

置
台

数
広

島
県

は
全

国
平

均
以

上
の

水
準

+8
%0.

73
(全

国
21

位
）

0.
68

全
国

平
均

中
国

地
方

平
均

0.
78

広
島

県

C
T

+2
3%

0.
60

(全
国

14
位

）

0.
49

全
国

平
均

中
国

地
方

平
均

0.
54

広
島

県

M
R

I

人
口

一
万

人
当

た
り
台

数
; 平

成
22

年

資
料

:
総
務
省
国
勢
調
査
、
広
島
県
分
析

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）
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16
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉは

ほ
と
ん
ど
の

市
町

に
普

及
し
て
い
る
一

方
で
、
人

口
当

た
り
の

設
置

数
に
は

、
ば

ら
つ
き
が

み
ら
れ

る

1111211314349
24

1214
21

45
80

三
原

市
安

芸
郡

四
町

府
中

市
三

次
市

神
石

高
原

町
世

羅
町

大
崎

上
島

町

北
広

島
町

江
田

島
市

大
竹

市
竹

原
市

安
芸

高
田

市
庄

原
市

福
山

市
広

島
市

廿
日

市
市

尾
道

市
東

広
島

市
呉

市

安
芸

太
田

町
10011121121410
349

1716
26

71

0.
2

0.
8

0.
3

0.
7

1.
0

0.
9

0.
8

1.
2

0.
9

0.
6

1.
0

0.
4

0.
3

1.
0

0.
3

1.
0

0.
7

0.
70.

9

1.
3

平
均

0.
7

00

0.
7

0.
60.
6

0.
2

0.
7

1.
0

0.
30.
3

0.
6

1.
0

平
均

0.
5

1.
3

0.
6

0.
5

0.
4

0.
7

0.
3

0.
30.

5

C
T

M
R

I
C

T
M

R
I

人
口

1万
人

当
た
り
台

数
設

置
台

数

資
料

:
総
務
省
国
勢
調
査
、
広
島
県
市
町
国
保
・
後
期
高
齢
者
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

(平
成

23
年

11
、

12
月
分

)、
広
島
県
分
析

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

18
1（

1）
④

救
急

搬
送

現
場

か
ら
収

容
ま
で
の

時
間

に
は

ば
ら
つ
き
が

み
ら
れ

る
。

31
.7

54
.6

46
.5

37
.8

39
.7

35
.3

31
.939

.6
37

.4 42
.7

平
均

40
.2

32
.8

42
.350

.4

資
料

:
広
島
県
デ
ー
タ

(平
成

21
年

)

収
容

所
要

時
間

平
均

(要
請

～
収

容
)

現
場

到
着

所
要

時
間

平
均

(要
請

～
現

場
到

着
)

搬
送

時
間

平
均

(現
場

到
着

～
収

容
)

8.
99.
8

5.
78.
19.
8

7.
38.
8

9.
5

7.
7

6.
8

平
均

9.
0

福
山

地
区

消
防

組
合

備
北

地
区

消
防

組
合

11
.3

北
広

島
町

府
中

町

江
田

島
市

10
.0

安
芸

高
田

市
13

.7
廿

日
市

市

東
広

島
市

大
竹

市

尾
道

市

三
原

市

呉
市

広
島

市

31
.0

26
.5

22
.4

31
.9

30
.6

23
.9

44
.5

26
.032

.9 40
.7

平
均

31
.234

.6
28

.032
.4

＝

1 
平
均
値
の
算
出
に
あ
た
っ
て
は
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
間
値
を
使
用
し
て
計
算

＋

比
較
的
長
い
時
間

比
較
的
短
い
時
間

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

17
Ｃ
Ｔ
の

人
口

当
た
り
の

設
置

数
と

1台
当

た
り
の

使
用

回
数

に
は

負
の

相
関

1 が
あ
る
。

⇒
い
く
つ
か

の
市

町
で
は

Ｃ
Ｔ
が

必
要

以
上

に
設

置
さ
れ

て
い
る
可

能
性

が
あ
る

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0
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0.

2
0.

4
0.

6
0.
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1.

0
1.

2
1.

4

C
T1

台
当

た
り
稼

動
件

数
(外

来
の

み
)

人
口

10
,0

00
人

当
た
り

C
T設

置
台

数

安
芸

太
田

町
神

石
高

原
町

大
崎

上
島

町

北
広

島
町

世
羅

町

大
竹

市

江
田

島
市

竹
原

市

安
芸

高
田

市

府
中

市

庄
原

市

三
次

市

安
芸

郡
四

町

三
原

市

廿
日

市
市

東
広

島
市

尾
道

市
呉

市
福

山
市

広
島

市

1 
R

2 =
0.
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資
料

:
総
務
省
国
勢
調
査
、
広
島
県
市
町
国
保
・
後
期
高
齢
者
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

(平
成

23
年

11
、

12
月
分

)、
広
島
県
分
析

現
状

の
把

握
（
医

療
提

供
体

制
）

19
1（

1）
⑤

在
宅

医
療

中
山

間
部

は
沿

岸
部

と
比

べ
在

宅
医

療
の

提
供

量
が

少
な
い

居
住

す
る
市

町
国

保
・
後

期
高

齢
被

保
険

者
(6

5歳
以

上
の

み
)1

0,
00

0人
に
対

す
る
診

療
行

為
レ
セ
プ
ト
件

数
平

成
23

年
11

、
12

月
分 -5
8%

29
8

12
6

中
山

間
部

沿
岸

部
東

25
1

沿
岸

部
西

28
7

44
6

-3
6%

41
2

9,
38

5

4,
26

6

68
9

14
,0

73

7,
01

8

1,
57

1
15

24

-3
8%15

76
7

25
0

83

21
.7

25
.3

34
.6

在
宅

時
医

学
総

合
管

理
在

宅
患

者
訪

問
診

療
在

宅
患

者
訪

問
看

護
高

齢
化

率
%

実
件
数
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デ
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⑥
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病
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報
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査
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評
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科
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施
件
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を
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年
総
数
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推
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術
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術
等
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視
鏡
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ポ
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ー
プ
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切
除
術
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２
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①
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②
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２
６
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岡
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岡
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岡
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20
4

広
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組
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評
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20
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成
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7月

～
12

月
に
お
け
る
半
年
間
の
実
施
件
数
を
基
に
年
総
数
を
推
計

2 
胃
全
摘
術

,試
験
開
腹
術
等

,内
視
鏡
的
胃
、
十
二
指
腸
ポ
リ
ー
プ
・
粘
膜
切
除
術
を
含
む

年
間

の
件

数
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の
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現
状

の
把

握
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医

療
提

供
体

制
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①
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イ
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リ
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ア
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ア
ク
セ
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を
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が
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さ
れ
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る
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分
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30
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30
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~
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色
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け
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娩
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ア
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さ
れ

て
い
る

お
産

%
, 1

00
%

 =
 

15
-4

9歳
女
性
人
口

内
科

%
, 1

00
%

 =
 

総
人

口

小
児

科
%

, 1
00

%
 =

 
15

歳
未
満
人
口

9.
2

0.
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~
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ア
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②
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が
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ピ
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は
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が
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t-P
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ピ
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概
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ア
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ピ
ン
グ

実
施

施
設

の
ア
ク
セ
ス
状

況
%

, 1
00

%
 =

 総
人
口
、
有
料
道
路
利
用

PC
I 実

施
施

設
の
ア
ク
セ
ス
状

況
%

, 1
00

%
 =

 総
人
口
、
有
料
道
路
利
用

15
35

4
15

77
13

20
3

12 18
36

9
35

9 11 12
58

29

94

32

14

10
0

10
0

10
0

97

0001011
4 0

10000

0

0000000110000

00

86
30

.神
石

郡
神

石
高

原
町

2
29

.世
羅

郡
世

羅
町

68
28

.豊
田

郡
大

崎
上

島
町

27
.山

県
郡

北
広

島
町

6
0

26
.山

県
郡

安
芸

太
田

町

25
.安

芸
郡

坂
町

71
24

.安
芸

郡
熊

野
町

42
23

.安
芸

郡
海

田
町

88
22

.安
芸

郡
府

中
町

10
0

21
.江

田
島

市

20
.安

芸
高

田
市

89
19

.廿
日

市
市

91
18

.東
広

島
市

65
0

17
.大

竹
市

91
16

.庄
原

市
63

15
.三

次
市

82
14

.府
中

市
88

13
.福

山
市

96
12

.尾
道

市
79

11
.三

原
市

85
10

.竹
原

市
23

09
.呉

市
85

08
.広

島
市

佐
伯

区
96

0
07

.広
島

市
安

芸
区

65
06

.広
島

市
安

佐
北

区
85

05
.広

島
市

安
佐

南
区

99
04

.広
島

市
西

区
10

0
03

.広
島

市
南

区
99

広
島

県
全

体

02
.広

島
市

東
区

99
0

01
.広

島
市

中
区

96

~ 
30

分

30
~ 

70
分

t-P
A/
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

70
分

~

~ 
30

分

30
~ 

45
分

PC
I 45

分
~

16
35

4
18

85
13

20
3

12
21

63
9

35
9

81

12
60

29 32

15

10
0

10
0

10
0

10
0

95

0001011
4

0

13
0000

0

00020002101000

00

84
2

6871
40

88
10

0

19
91

65
0

91
35

78
88

96
79

85
15

81
96

65
84

9910
0

9999
0

96

10 25
7

12
58

7
23 19

43
12

27
5

16
7

63

9 6

12

5 9

10
0

41

17

20

37

55
59

0
83

10010

4
63

45

0
00

0

17
3013010130

7

00

91 94 10
0

0
98

84

19
91

83
94

63
86

57
80

10
0

93
0

40
83

91
75 77

9810
0

9999
0

96

83

現
状

の
把

握
（
ア
ク
セ
ス
の

状
況

）

30

20
20

年
に
お
け
る
将

来
の

課
題

の
特

定

2（
1）

課
題

の
抽

出

医
師

の
需

給
に
関

す
る
将

来
の

課
題

を
特

定
す
る
た
め
、
ま
ず
現

状
の

課
題

を
抽

出
し
た
上

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
将

来
発

生
し
得

る
課

題
の

特
定

を
行

っ
た

20
11

年
に
お
け
る
現

状
の

課
題

の
抽

出


現

状
の

市
町
・
診
療
科
別
の
医
師
数

を
把

握
し
、
医
師
不
在
の
市
町
・
診
療

科
を
特
定


現

状
の

市
町
・
診
療
科
別
の
医
師
あ

た
り
患
者
数
を
算
出
、
相
対
的
に
医

師
の

負
担
の
重
い
地
域
・
診
療
科
を

特
定


市

町
・
診

療
科

別
の

医
師

数
、
患

者
数

の
20

06
年

か
ら

20
10

年
の

変
化

か
ら

20
20

年
の

状
況

を
試

算

過
去
の
ト
レ
ン
ド
の

延
長
に
よ
る
単

純
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

今
後
顕
在

化
す
る

社
会
的
・
経

済
的

・
医
学
的
な
因

子
を

パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て

加
味

し
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン


将

来
の

需
給

動
向

に
影

響
を
与

え
る
蓋

然
性

・
影

響
度

の
比

較
的

高
い
因
子
を
特
定


各

因
子

の
影

響
に
よ
る
医

師
数

・
患

者
数

の
変

化
を
、
地

域
・
診

療
科

別
に
定

量
化


定

量
化

の
結

果
に
基

づ
き
、
現

状
と
比

較
し
た
医

師
の

負
担

の
変

化
の

観
点

か
ら
課

題
を
特

定

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

29

2.
課

題
の

抽
出

と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
１
）
課

題
の

抽
出

Ｐ
３
０

（
２
）
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
３
２

（
２
）
ア
ク
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

Ｐ
４
５

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

31
県

内
医

療
関

係
者

約
40

名
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か

ら
見

え
る
課

題
医

師
偏

在
の

背
景

に
は

、
キ
ャ
リ
ア
面

や
生

活
面

で
の

不
安

か
ら
、
偏

在
が

偏
在

を
呼

ぶ
悪

循
環

が
影

響
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ

る


医

師
が
適

切
に
配

置
さ
れ

る
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

機
能

し
て
お
ら
ず
、
下

記
の

よ
う
な

背
景

で
医

師
の

偏
在

が
起

こ
り
つ
つ
あ
る
と
考

え
ら
れ

る


医
局

に
よ
る
人

材
交

流
機

能
の

低
下


医

療
の

高
度

化
の

中
で
医

師
の

専
門

性
を
高

め
る
た
め
の

キ
ャ
リ
ア
形

成
上

の
不

安


中
山

間
部

で
診

療
上

の
リ
ス
ク
を
少

人
数

で
負

う
こ
と
へ

の
不

安
感


病

院
勤

務
医

の
労

働
環

境
の

悪
化

等

医
師

偏
在

の
背

景


こ
う
し
た
量

的
側

面
で
の

課
題

は
、
現

時
点

で
は

医
療

ア
ク
セ
ス
面

で
の

制
約

や
医

療
水

準
の
低

下
を
顕

示
的

に
招

い
て
い
る
わ

け
で
は

な
い


第
一
線
の
医
療
従
事
者
の
献
身
的
な
努
力
と
工
夫
に
よ
っ
て
補
わ
れ
て
い
る


そ
の
持
続
可
能
性
に
対
し
て
は

、
漠
然
と
し
た
住
民
不
安
や
医
療
提
供
者
の
負
担

増
の
実
感
が
惹
起
さ
れ
つ
つ
あ
る


医
師
数
偏
在
の
悪
循
環
が
起
こ
り
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
を
止
め
る
必
要
性
が
高
い


医

師
数

が
減

少
し
、
医

師
の

負
担

が
増

え
た
り
、
中

山
間

部
で
診

療
上

の
リ
ス
ク
を

少
人

数
で
負

う
こ
と
へ

の
不

安
感

が
増

大
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
よ
り
医

師
の

確
保

が
難

し
く
な
り
、
そ
れ

に
よ
り
更

に
医

師
数

が
減

少
し
て
い
く
と
い
う
悪

循
環


こ
れ
以

上
事

態
が

悪
化

し
な
い
よ
う
、
現

時
点

で
必

要
な
施

策
を
打

ち
、
医

師
の

偏
在

を
是

正
す
る
流

れ
を
作

ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

将
来

へ
の

不
安

感
と
悪

循
環

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
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32
2（

2）
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

過
去

の
傾

向
の

延
長

に
よ
る
単

純
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

そ
れ

に
影

響
を
与

え
る
変

数
(パ

ラ
メ
ー
タ

)を
加

味
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施

将
来

の
需

給
動

向
に
影

響
を
与

え
る
変

数
(パ

ラ
メ
ー
タ

)を
特

定
試

算
結

果
に
基

づ
き
将

来
の

課
題

を
抽

出

選
定

さ
れ

た
パ

ラ
メ
ー
タ
の

影
響

を
、
地

域
と
診

療
科

ご
と
に
評

価
し
、
試

算


選
定
さ
れ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
の
影
響

範
囲
を
特
定


地
域
軸

▫広
島
県
全
体

▫中
山
間
部

/都
市
部

▫二
次
医
療
圏


診
療
科
軸

▫選
定
さ
れ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
が

影
響
を
与
え
る
診
療
科


各
情
報
ソ
ー
ス
を
用
い
て
、
パ
ラ

メ
ー
タ
の
影
響
程
度
に
対
す
る
影

響
を
評
価


業
界
エ
キ
ス
パ
ー
ト


プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
あ
る
医
師


各
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス


パ
ラ
メ
ー
タ
ー
候
補
の
洗
い
出
し


医
師
の
需
給
に
影
響
を
与
え
る

可
能
性
の
あ
る
社
会
的
・
経
済

的
・
医
学
的
な
因
子
を
パ
ラ
メ
ー

タ
候
補
と
し
て
抽
出


そ
れ
ら
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
リ
ス

ト
化


リ
ス
ト
化
さ
れ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
を
以

下
の
よ
う
に
蓋
然
性

(確
か
ら
し
さ

)
に
よ
っ
て
分
類


現
在
既
に
発
生
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る


今
後
高
確
率
で
顕
在
化


今
後
の
発
生
確
率
は
限
定
的


今
回
の
試
算
で
考
慮
に
入
れ
る
べ

き
パ
ラ
メ
ー
タ
を
選
定


高
い
蓋
然
性
を
持
つ


単
純
な
ト
レ
ン
ド
の
引
き
延
ば
し

(第
一
期
の
試
算

)に
対
し
て
影

響
を
与
え
る


第
一
期
で
行
っ
た
試
算
も
加

味
し
て
、
医
師
の
需
要
・
供
給

が
将
来
課
題
と
な
る
地
域
・

診
療
科
を
同
定


そ
れ
ら
の
地
域
・
診
療
科
に

お
け
る
課
題
を
特
定

2
3

1


過

去
の

ト
レ
ン
ド
の

延
長

に
よ
る

単
純

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

: 現
在
の

医
師
数
、
人
口
動
態
等
、
お
よ
び

患
者
数
の
ト
レ
ン
ド
が
そ
の
ま
ま

延
長
す
る
と
仮
定
し
て

20
20

年
に

お
け
る
医
師
の
需
給
を
試
算


デ
ー
タ

: 人
口
、
医
師
数
、
医
師

数

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

: 各
市
町
別
・
診

療
科
別
の
医
師
数
、
患
者
数


過

去
の

ト
レ
ン
ド
の

延
長

に
対

し
て
影

響
を
与

え
る
パ

ラ
メ
ー
タ

: 上
記
の
試
算
に
対
し
て
、
影
響
を
与

え
る
パ
ラ
メ
ー
タ
を
選
定
し
、
そ
れ

ら
に
よ
る

20
20

年
ま
で
の
影
響
を

定
量
化


デ
ー
タ

: 各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
の
定

性
・
定
量
情
報
、
過
去
の
ト
レ
ン

ド
の
単
純
延
長
の
結
果
の
医
師

の
需
給


ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

: 沿
岸
都
市
部
・

中
山
間
部
の
各
診
療
科
の
医

師
数
、
患
者
数

将
来

の
医

師
の

需
給

の
変

化
を

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

34
単

純
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

人
口

当
た
り
医

師
数

・
地

域
別

20
11

現
状

20
20

単
純
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

沿
岸

都
市

部
合

計
中

山
間

部

全
内

科

全
外

科
＋

救
急

産
婦

人
科

精
神

科

整
形

外
科

眼
科

耳
鼻

科

皮
膚

科

泌
尿

器
科

小
児

科

人
口

当
た
り
医

師
数

人
口
十
万
人
当
た
り

; 2
01

1～
20

20

14
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7
12
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1

15
1.

3
12

4.
7

12
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7
12
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6
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7
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13
.0

11
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13
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11
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9.
3

23
.1

20
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21
.3

17
.5

15
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12
.1

11
.3

12
.8

11
.8

3.
7

5.
7

7.
4

7.
7

7.
8

7.
8

2.
2

6.
2

9.
8

6.
9

10
.2

7.
2

4.
6

3.
5

4.
9

6.
0

5.
1

6.
2

2.
2

3.
2

92
.0

12
3.

1
95

.2
12

8.
7

46
.9

39
.1

資
料

:
平
成

18
・2

2年
「
医
師
・
歯
科
・
薬
剤
師
調
査
」
、
住
民
基
本
台
帳

(H
23

/3
/3

1)
、
医
療
機
関
機
能
報
告

(2
01

0/
12

/1
)、

都
道
府
県
現
員
医
師
数
集
計
表

(2
01

0/
10

/5
)、
広
島
県
分
析
、
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
分
析

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

33
医

師
の

不
足

感
を
評

価
す
る
に
は

、
医

師
の

負
担

（
医

師
当

た
り
患

者
数

）
に
着

目
し
た
相

対
評

価
を
行

う
こ
と
が

有
効

…
そ
こ
で
、
患

者
数

で
見

た
医

師
一

人
の

負
担

に
着

目
し
た
相

対
評

価
が

有
効

必
要

な
医

師
数

を
絶

対
評

価
す
る
こ
と
は

困
難

な
た
め

…


あ
る
地

域
で
の

医
師

の
過
不

足
を
絶

対
的

に
評

価
で
き
る
指

標
を
設
定

す
る
の

は
困

難


地
域

ご
と
の

疾
病

構
造

、
地

理
的

特
性

、
存

在
す
る
医

師
の

診
療
科

、
専

門
性

は
区

々


必
要

と
さ
れ

る
医

療
行
為
の

量
は

、
上

記
の

要
素

に
左

右
さ
れ
、
患

者
そ
れ

ぞ
れ

の
病

態
に
よ
っ
て
も
影

響
さ
れ

る
た
め
、

定
量

的
に
設

定
す
る
こ
と
は

困
難


理

論
的

に
も
絶

対
評

価
に
用

い
る
指

標
の

設
定

は
困

難
と
の

見
解


専
門
家
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー


文

献
調

査
等


医

師
の

負
担

を
相

対
比

較
す
る
に
は

、
患

者
の

属
性

を
い
っ
た
ん
均

一
な
も
の

と
仮

定
し

た
上
で
、
医
師
当
た
り
患
者
数
を
用
い
る
こ

と
が

適
当


具

体
的

に
は

、
以

下
の

観
点

か
ら
、
医

師
あ

た
り
患

者
数

を
相

対
的

に
比

較
す
る
こ
と
に

よ
り
、
医
師
の
負
担
を
評
価


特

定
の

地
域

に
お
け
る
同
一

診
療

科
の

医
師

あ
た
り
患

者
数

の
過

去
と
比

較


特
定

の
地

域
に
お
け
る
同
一

診
療

科
の

医
師

あ
た
り
患

者
数

を
広

島
の

平
均

、
も

し
く
は

日
本

の
平

均
等

の
数

値
と
比

較

医
師

あ
た
り
患

者
数

の
デ
ー
タ
は

今
回

各
方

面
異

な
る
ソ
ー
ス
か

ら
集

め
ら
れ

た
も
の

を
統

合
し
て
分

析
し

た
。
こ
れ

ら
を
精

緻
化

で
き
る
デ
ー
タ
の

入
手

に
よ
り
、
今

後
の

分
析

精
度

の
向

上
が

期
待

さ
れ

る

課
題

の
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需
要

供
給

受
療

行
動

の
変

化人
口

動
態

の
変

化 疾
病

構
造

の
変

化時
間

経
過

に
よ
る

変
化

医
師

の
嗜

好
選

択
に
よ
る
変
化

公
的

な
誘

導
・
介

入
に
よ
る
変
化

規
制

・
政

策
に
よ

る
変

化

洗
い
出

し
た
３
１
個

の
パ

ラ
メ
ー
タ

対
象

高
低

今
後

の
発

生
確

率
は

限
定

的

蓋
然

性

今
後

高
確

率
で
顕

在
化


病
院
か
ら
診
療
所
へ
の
患
者
の
移
動


医
薬
品
の
開
発
に
よ
る
治
癒
可
能
な

疾
病
の
増
加


IC

Tの
導
入
に
よ
る
重
複
受
療
の
削
減


住
民
教
育
等
に
よ
る
頻
回
・
重
複
受
診

の
抑
制


被
爆
者
人
口
の
減
少


総
人
口
の
減
少


高
齢
化


新
生
児
数
の
低
下


食
生
活
・
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
る
慢

性
疾
患
の
増
加


県
内
地
域
毎
の
人
口
分
布
の
変
化


高
年
齢
医
師
の
引
退


臨
床
研
修
医
の
減
少


医
師
が
都
市
部
で
の
勤
務
を
希
望


医
師
が
労
働
条
件
の
良
い
診
療
科
を

希
望


他
県
の
医
師
の
流
入
・
流
出


女
性
医
師
の
増
加


医
療
機
関
の
統
合
、
開
設


ふ
る
さ
と
枠
の
配
分


医
学
部
の
増
設
・
増
員

現
在

既
に
発

生
し
て
お
り
、
今

後
も
継

続


コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
業
務
範
囲
拡
大
に
よ

る
医
師
の
負
担
の
減
少


医
療
ビ
ザ
創
設
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
振
興
に
よ
る
外
国
患
者
の
増
加


セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(O
TC

)促
進

に
よ
る
受
診
抑
制


自
己
負
担
の
増
加


平
均
滞
在
日
数
の
短
縮

/病
床
削
減


介
護
・
医
療
の
連
携
、
療
養
病
床
の
廃

止
に
よ
る
医
療
か
ら
介
護
へ
の
移
行


移
動
手
段
の
容
易
化
（
福
祉
タ
ク
シ
ー

の
導
入
）


予
防
教
育
施
策
の
効
果
に
よ
る
疾
病

発
生
率
の
低
下


病
院
勤
務
医
か
ら
開
業
医
へ
の
移
行


医
局
の
影
響
力
の
低
下
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パ

ラ
メ
ー
タ
加

味
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

考
え
ら
れ

る
パ

ラ
メ
ー
タ
を
洗

い
出

し
、
試

算
に
て
考

慮
す
べ

き
パ

ラ
メ
ー
タ
を

8個
選

定

パ
ラ
メ
ー
タ
を
特

定
し
、
そ
の

中
か

ら
考

慮
す
べ

き
も
の

を
選

定

パ
ラ
メ
ー
タ
の

洗
い
出

し
高

い
蓋

然
性

を
持

つ
パ

ラ
メ
ー
タ
を

選
定

過
去

の
ト
レ
ン
ド
の

延
長

に
対

し
て

イ
ン
パ

ク
ト
を
持

つ
パ

ラ
メ
ー
タ
を
選

定

a
b

c

1

パ
ラ
メ
ー
タ
の

リ
ス
ト


以

下
の

分
類

に
基

づ
い
て
パ

ラ
メ
ー
タ
の

洗
い
出

し

供

給
▫時

間
経

過
に
よ
る
変

化
▫医

師
の

嗜
好

選
択

に
よ

る
変

化
▫公

的
な
誘

導
・
介

入
に
よ

る
変

化

需

要
▫人

口
動

態
の

変
化

▫疾
病

構
造

の
変

化
▫受

療
行

動
の

変
化

▫規
制

・
政

策
に
よ
る
変

化

8個
31

個
24

個

蓋
然
性
に
よ
っ
て
絞
り
込
み


既

発
生

、
継

続
的


高

確
率

で
顕

在
化


発

生
確

率
は

限
定

的

過
去

の
ト
レ
ン
ド
の

延
長

に
イ
ン

パ
ク
ト
を
与

え
る
よ
う
な
パ

ラ
メ
ー

タ
を
評

価
対

象
と
し
て
選

定

課
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無
し

医
師

の
需

給
に
影

響
が

大
き
い
パ

ラ
メ
ー
タ
を
８
個

設
定

供
給

需
要

公
的

な
誘

導
・
介

入
に
よ
る
変

化

影
響

パ
ラ
メ
ー
タ

規
制

・
政
策
に
よ
る
変

化

-


7
0
-
7
4
歳
の

患
者
の

自
己
負

担
額
が

将
来
1
割
よ
り
2
割

に
上

昇
す
る
こ
と
が

予
定

さ
れ

る
影

響
に
よ
り
、
老

齢
者

が
受

療
を
控

え
、
医

師
へ

の
需

要
が

減
少

自
己

負
担

の
増

加

受
療

行
動

の
変

化
-


平
均
入
院
時
間
を
短
縮
、
病
床
を
削
減
す
る
方
向
の
政
策
展
開
に
よ
り
、
入
院
患

者
の
需
要
が
減
少
。
な
お
、
逆
に
、
介
護
や
在
宅
医
療
で
需
要
が
増
加
す
る
可
能

性
は
、
そ
の
影
響
が
短
期
的
に
は
顕
在
化
し
に
く
い
た
め
考
慮
せ
ず

平
均

入
院

日
数

の
短

縮
/
病

床
削

減

人
口

動
態

の
変

化
-


受
療
頻
度
の
高
い
被
爆
者
が
特
に
多
い
広
島
市
に
お
い
て
、
今
後
こ
れ
ら
の
患

者
数

が
減

少
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受

療
率

が
低

下

被
爆

者
人

口
の

減
少

+
-


将
来

、
ふ

る
さ
と
枠

の
医

師
を
適

切
に
地

域
・
診

療
科

に
配

置
す
る
こ
と
を
考

慮
ふ

る
さ
と
枠

の
配

置

+


2
0
0
7
年

に
開

始
し
た
医

学
部
の

増
員
に
よ
り
、
将

来
の

医
師
数

が
増
加

し
、
医

師
の

供
給

が
増

加

医
学

部
の

増
員

-


第
一
期
の
試
算
に
お
い
て
臨
床
研
修
医
の
数
は
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
た

が
、
長

期
的

な
変

化
は

想
定

さ
れ

て
い
た
水

準
よ
り
少

な
い
と
考

え
ら
れ

る
た
め
、

第
一
期
試
算
の
想
定
供
給
数
よ
り
も
実
際
の
供
給
数
は
減
少
す
る
と
仮
定

臨
床

研
修

医
の

減
少

医
師

の
嗜

好
選

択
に

よ
る
変

化

+
-


女
性
医
師
の
増
加
に
よ
り
、
女
性
医
師
が
好
む
診
療
科
、
地
域
の
医
師
数
が
増

え
、
医

師
の

供
給

が
増

加


し
か
し
、
逆
に
女
性
医
師
が
好
ま
な
い
診
療
科
、
地
域
に
お
い
て
医
師
の
供
給
が

減
少

女
性

医
師

の
増

加

時
間

経
過

に
よ
る
変

化

-


高
年

齢
医

師
が

引
退

す
る
こ
と
に
よ
り
、
2
0
2
0
年

に
お
け
る
医

師
の

数
が

、
第
一

期
試

算
で
予

想
し
て
い
た
よ
り
も
減

少
し
、
様

々
な
地

域
・
診

療
科

に
影

響

高
年

齢
医

師
の

引
退

疾
病

構
造

の
変

化

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
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資
料

:
チ
ー
ム
分
析

８
個

の
パ

ラ
メ
ー
タ
を
定

量
化

⇒
人

口
当

た
り
医

師
数

・
医

師
当

た
り
患

者
数

に
与

え
る
変

化
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
診

療
科

ご
と
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は

P7
8～

附
属

資
料

参
照

）

内
科

地
域
別
・
診
療
科
別
に
、

医
師

当
た
り
患

者
数

を
計

算
し
、
負

担
の

増
減

を
試

算


20

11
年

現
状


20

20
年
単
純
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン


20

20
年

パ
ラ
メ
ー
タ

加
味

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

42
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
を
ふ

ま
え
た
複

数
パ

ラ
メ
ー
タ
に
よ
る
需

給
変

化
の

組
合

せ

1
3

2

5

4

医
師

へ
の

負
担

の
増

減
変

化
医
師
あ
た
り
患
者
数
、

20
11

 –
20

20
に
お
け
る
変
化


県
全
体
に
お
け
る
外
科
、
整
形
外
科
お
よ
び
耳
鼻
科
の
医
師
の
負
担
増


中
山
間
部
に
お
け
る
眼
科
・
小
児
科
の
医
師
の
負
担
増


都
市
部
に
お
け
る
泌
尿
科
の
医
師
の
負
担
増


特
定
の
市
町
に
お
け
る
医
師
不
足
の
更
な
る
深
刻
化


広
島
県
に
お
け
る
皮
膚
科
の
医
師
の
負
担
が
減
少
し
、
特
定
の
地
域
・
診
療
科
に
お
い
て
医
師
が
供
給
過
多

1 2 3 4 5

沿岸都市部 中山間部

資
料

:
チ
ー
ム
議
論

診
療
科
ご
と
に
、
適
正
な
医
師
当
た

り
患
者
数
を
計
算
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
現

状
よ
り
医

師
当

た
り

患
者
数
が
増
加

/過
剰
に
減
少
し
た

と
こ
ろ
を
課
題
が
あ
る
と
仮
定

20
11

年
か
ら

20
20

年
に
か
け
て
負
担
が
増
加

20
11

年
か
ら

20
20

年
に
か
け
て
負
担
が
減
少

20
11

年
に
医
師
が
不
在

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

41

353435 343334

464137

423128 413027

5044

90

9810 9810

668

444245 434244

585260

7670 10
3

7568 10
1 15

3

10
3

344339 334137

71

9912
2

50

3733

483633

95

32

医
師
な
し

313749 313647 34

6683

18

1414

181414 101621

252838 242737

647262

医
師

当
た
り
患

者
数

の
変

化
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
医

師
の

負
担

が
増

加
す
る
診

療
科

、
減

少
す
る
と
予

想
さ
れ

る
診

療
科

資
料

:
平
成

18
・2

2年
「
医
師
・
歯
科
・
薬
剤
師
調
査
」
、
住
民
基
本
台
帳

(平
成

23
年

3月
31

日
)、
医
療
機
関
機
能
報
告

(2
01

0年
12

月
1日

)、
都
道
府
県
現
員
医
師
数
集
計
表

(2
01

0年
10

月
5日

)、
広
島
県
分
析

全
内

科
外

科
+ 
救

急
産

婦
精

神
整

形
眼

科
耳

鼻
皮

膚
泌

尿
小

児

広
島

県

沿
岸

都
市

部 中
山

間
部

20
11

年
現
状

20
20

年
単
純
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

20
20

年
パ
ラ
メ
ー
タ
加
味

20
11

年
よ
り

30
%
以
上
減
少

20
11

年
よ
り

30
%
以
上
増
加

医
師

当
た
り
患

者
数

人
;2

01
1～

20

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
需

給
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

10
0

43
20

20
年

に
お

け
る

医
師

の
需

給
予

測
県

全
体

で
外

科
・
整

形
等

で
負

担
増

。
一

部
市

町
で

は
不

足
感

が
強

ま
る

懸
念

も
生

じ
る

資
料

:
チ

ー
ム

議
論

中
山

間
部

沿
岸

都
市

部

広
島

県
に

お
け

る
医

師
の

需
給

に
関

す
る

課
題

県
全

体
に

お
け

る
外

科
、

整
形

外
科

お
よ

び
耳

鼻
科

の
医

師
の

負
担

増


こ

れ
ら

の
診

療
科

に
お

け
る

患
者

数
は

減
少

す
る

も
の

の
、

老
齢

化
医

師
の

引
退

、
お

よ
び

こ
れ

ら
の

診
療

科
を

避
け

る
女

性
医

師
の

増
加

に
よ

り
、

県
全

体
に

お
い

て
こ

れ
ら

の
診

療
科

の
医

師
の

負
担

が
増

加

1

中
山

間
部

に
お

け
る

眼
科

・
内

科
の

医
師

の
負

担
増


高

齢
医

師
の

引
退

に
よ

り
医

師
数

は
減

少


沿
岸

都
市

部
で

は
眼

科
を

希
望

す
る

傾
向

に
あ

る
女

性
医

師
は

、
中

山
間

部
を

避
け

る
た

め
医

師
の

負
担

が
特

に
中

山
間

部
で

増
加

2

都
市

部
に

お
け

る
泌

尿
科

の
医

師
の

負
担

増


都

市
部

に
お

い
て

、
老

齢
化

医
師

の
引

退
、

お
よ

び
泌

尿
科

を
避

け
る

女
性

医
師

の
増

加
に

よ
り

医
師

の
負

担
が

増
加


様

々
な

要
因

に
よ

り
患

者
数

も
減

少
す

る
も

の
の

、
医

師
の

減
少

の
ほ

う
が

影
響

が
大

き
く
、

医
師

の
負

担
が

増
加

3

一
部

の
市

町
に

お
け

る
医

師
不

足
の

更
な

る
深

刻
化


現

在
こ

れ
ら

の
市

町
に

お
い

て
、

特
定

の
診

療
科

の
医

師
が

存
在

し
な

い


江
田

島
市

、
大

崎
上

島
町

: 全
外

科
＋

救
急

、
整

形
、

泌
尿


神

石
高

原
町

: 全
外

科
＋

救
急

、
整

形
、

小
児


安

芸
太

田
町

、
北

広
島

町
: 小

児


こ
れ

ら
す

べ
て

の
診

療
科

に
お

い
て

将
来

医
師

の
負

担
が

増
加

す
る

た
め

、
医

師
不

足
が

さ
ら

な
る

深
刻

化


ま
た

、
将

来
医

師
の

負
担

が
減

少
す

る
も

の
の

、
現

在
医

師
が

存
在

し
な

い
診

療
科

も
あ

る

4

広
島

県
に

お
け

る
皮

膚
科

の
医

師
の

負
担

が
減

少
し

、
特

定
の

地
域

・
診

療
科

に
お

い
て

医
師

が
供

給
過

多


県

全
体

に
お

い
て

、
皮

膚
科

を
選

択
す

る
傾

向
に

あ
る

女
性

医
師

の
増

加
、

被
爆

者
の

減
少

、
平

均
入

院
日

数
の

減
少

、
お

よ
び

自
己

負
担

額
の

増
加

に
よ

る
患

者
数

の
減

少
の

た
め

皮
膚

科
の

医
師

の
負

担
が

減
少


特

に
中

山
間

部
に

お
い

て
は

、
患

者
の

減
少

に
よ

り
医

師
の

負
担

が
減

少

5

三
次

市

府
中

市

尾
道

市

世
羅

町

三
原

市

庄
原

市

福
山

市

神
石

高
原

町

安
芸

太
田

町

北
広

島
町

安
芸

高
田

市

竹
原

市

江
田

島
市

東
広

島
市

廿
日

市
市

呉
市

海
田

町
熊

野
町

坂
町

大
竹

市

府
中

町

大
崎

上
島

町

4

4
4

4

広
島

市

2 3

1 5課
題

の
抽

出
と

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

（
需

給
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
）
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2（

3）
ア
ク
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

考
え
方

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

条
件

実
施

施
設

の
現

状
実

施
施

設
の

集
約

化
1.

ア
ク
セ
ス
分
析
で
行
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
目

的
は
、
集
約
化
を
行
う
際
に
ど
の
程
度
ま
で

の
集
約
化
を
行
え
ば
ア
ク
セ
ス
に
問
題
が
起

こ
る
か
、
と
見
極
め
る
こ
と

2.
し
た
が
っ
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
際
の

施
設
数
は
多
目
よ
り
少
な
目
、
現
状
よ
り
も
大

幅
に
数
を
減
ら
し
て
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

3.
集
約
化
に
よ
る
質
の
向
上
の
実
現
も
考
慮
し
、

現
在
の
実
施
件
数
が
多
い
と
こ
ろ
に
集
約
を

行
う
と
仮
定
、
な
お
こ
の
際
、
実
現
性
に
つ
い

て
は
一
旦
考
慮
に
い
れ
ず
、
純
粋
な
ア
ク
セ

ス
の
分
析
を
行
う

4.
な
お
、
今
回
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
に
関
し
て
は

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
せ
ず
、
救
急
に
つ

い
て
の
み
実
施
す
る


プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
は
十
分
な
数
、
ア
ク
セ

ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
上
に
開
業
医
中

心
で
実
質
的
に
集
約
化
は
困
難


救
急
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
、
致
死
性

か
ら
よ
り
集
約
化
に
よ
る
質
の
向
上
、

一
方
で
ア
ク
セ
ス
の
確
保
が
重
要

三
次

市

府
中

市

尾
道

市

世
羅

町

三
原

市庄
原

市

福
山

市

神
石

高
原

町

安
芸

高
田

市

竹
原

市

江
田

島
市

東
広

島
市

呉
市

海
田

町
熊

野
町

坂
町

大
竹

市

府
中

町

安
芸

太
田

町北
広

島
町

廿
日

市
市

広
島

市

大
崎

上
島

町

P
2

P
5

P
7

P
12

P
14

P
16

P
18

P
19

P
21

P
22

P
23

P
24

P
27

P
28

P
29

P
30

P
31

P
32

P
33

P
1

P
6

P
10

P
26

P
8

P
13

P
39

P
35

P
17

P
20

P
38

P
3

P
4

P
11

P
36

P
9

P
25

P
34

P
37

P
15

広
島
・
福
山
に

1施
設
ず
つ

広
島
・
福
山
・
三
次
に

1施
設
ず
つ

パ
タ
ー
ン

1

パ
タ
ー
ン

2

施
設

数
実

施
数
上
位
施
設

t-P
A

P
C

I

ク
リ
ッ

ピ
ン
グ

33 26 34

•
15

件
以
上
実
施
施
設


広
島
市
民
病
院

(広
島

)

太
田
記
念
病
院

(福
山

)

•
50

件
以
上
実
施
施
設


広
島
市
民
病
院

(広
島

)

太
田
記
念
病
院

(福
山

)

•
50

0件
以
上
実
施
施
設


福
山
市
民
病
院

(福
山

)

福
山
循
環
器
病
院

(福
山

)

広
島
市
民
病
院

(広
島

)

土
谷
総
合
病
院

(広
島

)

安
佐
市
民
病
院

(広
島

)

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
ア
ク
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

46
(広

島
＋

福
山

＋
三

次
)

施
設

を
3つ

に
ま
で
統

合
し
て
も

t-P
A

/ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

の
ア
ク
セ
ス
状

況
に
つ
い
て
は

97
%
の

人
口

に
対

し
て
確

保
さ
れ

て
い
る

資
料

: G
IS
分
析

(宮
田
先
生
、
大
久
保
先
生

)、
医
療
施
設
調
査
、
各
県

W
eb

ペ
ー
ジ

t-P
A

 / 
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

実
施

施
設

の
ア
ク
セ
ス
状
況

%
, 1

00
%

 =
 総

人
口

PC
I 実

施
施

設
の
ア
ク
セ
ス
状

況
%

, 1
00

%
 =

 総
人
口

4 3

11
26

90
63

91

52

21
62

81

6
39 35

95
52

57

3 3
48

10
0

9910
0

10
0

10
0

91

8180
90 94

100

10
0

10
0

0

9

1920
10

94

1 0

6

00000001

5

000

99
02

.広
島

市
東

区
97

0
01

.広
島

市
中

区
96

25
.安

芸
郡

坂
町

65
24

.安
芸

郡
熊

野
町

23
.安

芸
郡

海
田

町
61

22
.安

芸
郡

府
中

町
94

21
.江

田
島

市

20
.安

芸
高

田
市

19

03
.広

島
市

南
区

07
.広

島
市

安
芸

区

19
.廿

日
市

市

18
.東

広
島

市

17
.大

竹
市

16
.庄

原
市

35
15

.三
次

市
78

14
.府

中
市

13
.福

山
市

47
12

.尾
道

市

11
.三

原
市

10
.竹

原
市

09
.呉

市
1

08
.広

島
市

佐
伯

区

37
0

06
.広

島
市

安
佐

北
区

10
05

.広
島

市
安

佐
南

区
74

04
.広

島
市

西
区

89
0

9

広
島

県
全

体
40

30
.神

石
郡

神
石

高
原

町
0

29
.世

羅
郡

世
羅

町
5

28
.豊

田
郡

大
崎

上
島

町

27
.山

県
郡

北
広

島
町

26
.山

県
郡

安
芸

太
田

町

~ 
30

分

30
~ 

70
分

t-P
A/
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

70
分

~

~ 
30

分

30
~ 

45
分

PC
I 45

分
~

11
25

59
33

83

57
36

17
27

52

5
30

35

47

32

31

31 30
8

30
10

4
38

30

9

53

63

27

10
0

78

10
0

55

16

10
0

1

10
0

10
0

21

82
22

45

84

12

37

010 000

17
78

88

62

00

2

42
0

5

6561
94

35

19

78

54
139

37
10

74

96

89
9997

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
ア
ク
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

45
実

施
施

設
を
統

合
し
た
場

合
、
特

に
PC

Iに
お
い
て
は

目
安

時
間

以
内

の
ア

ク
セ
ス
が

不
可

能
な
地

域
が

発
生

す
る

資
料

: G
IS
分
析

(宮
田
先
生
、
大
久
保
先
生

)、
医
療
施
設
調
査
、
各
県

W
eb

ペ
ー
ジ

パ
タ
ー
ン

2

(3
ヶ
所

:
広

島
＋

福
山

＋
三

次
) 

パ
タ
ー
ン

1

(2
ヶ
所

:
広

島
＋

福
山

) 

~ 
30

分

30
~ 

70
分

t-P
A/
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

70
分

~

~ 
30

分

30
~ 

45
分

PC
I 45

分
~

t-P
A

 / 
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

(総
人

口
, 有

料
道

路
利

用
)

PC
I  

(総
人

口
, 有

料
道

路
利
用

)

t-P
A

 / 
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ

(総
人

口
, 有

料
道

路
利

用
)

PC
I  

(総
人

口
, 有

料
道

路
利
用

)

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
ア
ク
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

47

18
.9

19
.3

22
.8

23
.3

術
後

滞
在

日
数

日

資
料

:
Ku

w
ab

ar
a 

et
 a

l, 
C

irc
 J

 J
ST

, 急
性
心
筋
梗
塞
の
患
者
に
お
け
る
一
次
経
皮
的
冠
動
脈
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
後
の
転
帰
と
症
例
量
と
の
関
係


20

06
年

の
半

年
間

に
渡

り
、
日

本
の

病
院

を
PC

I手
技

の
症

例
数

で
４
グ
ル

ー
プ

に
分
け
、

PC
I手

技
の

質
を
比

較


死

亡
率


術

後
病

院
滞

在
日

数


た
だ
し
、
月

当
た
り

1回
以

下
し
か

PC
I手

技
を
行

わ
な
か

っ
た
病

院
を
除

外


D

PC
コ
ー
ド

05
00

30
 「
急

性
心

筋
梗

塞
」

「
再

発
性

心
筋

梗
塞

」
「
そ
の

他
の

急
性

虚
血

性
心

疾
患

」
の

12
,1

57
症

例
数

の
う
ち
、

PC
Iを

施
さ
れ
た

8,
55

5患
者

を
サ

ン
プ
ル

と
し
て
用

い
た


以

下
の

患
者

を
除

外


血

栓
溶

解
剤

を
使

用


二

度
目

以
降

の
PC

I手
術


PC

I後
に
冠

状
動

脈
バ

イ
パ

ス
移

植
を
行
っ
た

分
析

の
手

法

4.
9

5.
4

5.
9

7.
0

平
均

症
例

数
9.

3
18

.0
29

.8
55

.4

病
院

内
死

亡
率

%結
果

集
約

化
に
よ
る
質

の
向

上
-P

C
Iの

症
例

数
の

蓄
積

と
PC

I予
後

は
正

の
相

関
を
示

す

P
C

I の
例

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
ア
ク
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
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48
分

散
し
て
い
る
症

例
を
集

約
す
る
こ
と
で
、
広

島
県

は
日

本
で
ト
ッ
プ
の

施
設

を
持

つ
素

地
が

あ
る

患
者

医
師

県

82
6

86
6

88
3

91
9

92
5

94
3

94
3

96
4

99
0

広
島
県
内
合
計

(3
4施

設
)

5,
46

3
広
島
市
内
合
計

(1
2施

設
)

2,
46

3

20
. [
東
京

] 榊
原
記
念
病
院

19
. [
奈
良

] 高
清
会
高
井
病
院

18
. [
青
森

] 弘
前
大
学
医
学
部
附
属
病
院

17
. [
静
岡

] 富
士
病
院

16
. [
広
島

] 土
谷
総
合
病
院

15
. [
徳
島

] 徳
島
赤
十
字
病
院

14
. [
東
京

] 東
京
女
子
医
科
大
学
病
院

13
. [
群
馬

] 高
瀬

ク
リ
ニ
ッ
ク

12
. [
神
奈
川

] 湘
南
鎌
倉
総
合
病
院

11
. [
石
川

] 金
沢
循
環
器
病
院

1,
02

3
10

. [
岡
山

] 心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院

9.
 [埼

玉
] 県

立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー

1,
07

6
8.

 [兵
庫

] 県
立
尼
崎
病
院

1,
13

2
7.

 [神
奈
川

] 横
浜
市
東
部
病
院

1,
13

3
6.

 [愛
知

] 豊
橋
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

1,
14

8
5.

 [宮
城

] 仙
台
厚
生
病
院

1,
32

6
4.

 [岡
山

] 倉
敷
中
央
病
院

1,
59

6
3.

 [千
葉

] 新
東
京
病
院

2,
02

8
2.

 [千
葉

] 千
葉
西
総
合
病
院

2,
10

1
1.

 [福
岡

] 小
倉
記
念
病
院

2,
43

1

1,
04

1

資
料

:
各
医
療
機
関
か
ら
各
都
道
府
県
厚
生
局
へ
の
提
供
資
料
を
も
と
に
東
京
大
学
医
療
品
質
評
価
学
講
座
に
て
集
計

PC
I 実

施
件

数
件

; 2
00

8


十
分
な
症
例
数
、
専
門
チ
ー
ム
の

存
在
に
よ
る
効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、
早
期
の
専
門
性
獲
得


サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
に
よ
る
リ

ス
ク
の
軽
減


受
療

/搬
送
す
べ
き
医
療
機
関
が

明
確
化
、
搬
送
時
間
が
短
縮


症
例
蓄
積
に
よ
る
“
高
品
質
”
な

医
療
の
受
療


患
者
・
医
師
双
方
に
対
し
て
魅
力
的
な
環
境
を
提

供
で
き
、
県
外
・
国
外
の
患
者
・
医
師
を

”集
客
”


共
通
機
能
の
集
約
に
よ
る
全
体
と
し
て
の
効
率
化

P
C

I の
例

課
題

の
抽

出
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
ア
ク
セ
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

50
3（

1）
広

島
県

の
医

療
提

供
体

制
の

め
ざ
す
姿

（
20

20
年

）

患
者

視
点

医
師

視
点

行
政

・
県

視
点

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ

プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア

す
べ
て
の
県
民
が
身
近
な
医
師
に
生
活
圏
内
で
ア
ク
セ
ス
で
き
、
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る

救
急
・
高
度
医
療

ど
こ
に
い
て
も
十
分
な
専
門
性
を
持
っ
た
医
療
機
関
で
迅
速
に
適
切
な
処
置
が
受
け
ら
れ
る

急
性
期
か
ら
慢
性
期
を
経
て
在
宅
療
養
に
至
る
ま
で
、
切
れ
目
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
円
滑
に
受
け
ら
れ
る

医
療
機
関
の
専
門
性
が
わ
か
り
や
す
く
，
す
べ
て
に
県
民
が
病
態
に
応
じ
て
必
要
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る

専
門
医
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
十
分
な
症
例
数
と
ス
タ
ッ
フ
が
あ
り
、
継
続
的
に
資
質
を
高
め
ら
れ
る
施
設

が
存
在
す
る

中
山
間
地
域
で
勤
務
し
て
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
上
不
利
に
な
ら
な
い
診
療
上
・
教
育
上
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い

る ど
の
地
域
で
勤
務
し
て
も
、
勤
務
環
境
・
生
活
環
境
面
で
の
負
担
が
過
度
に
な
ら
な
い

患
者
の
不
適
切
な
受
療
行
動
（
不
必
要
な
頻
回
受
診
等
）
に
よ
る
過
剰
な
負
担
が
生
じ
な
い

将
来
に
わ
た
っ
て
医
療
資
源
及
び
制
度
面
で
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
，
上
記
が
最
大
限
実
現
で
き
て
い
る

県
内
だ
け
で
な
く
、
国
内
外
の
患
者
・
医
師
に
魅
力
を
与
え
、
集
ま
っ
て
く
る

対
策

の
検

討
・
実

行

49

３
.
対

策
の

検
討

・
実

行

（
1）

広
島

県
の

医
療

提
供

体
制

の
目

指
す
姿

（
20

20
年

）
Ｐ
５
０

（
2）

課
題

解
決

に
向

け
た
打

ち
手

の
方

向
性

（
目

標
）

Ｐ
５
１

対
策

の
検

討
・
実

行

51
3（

2）
課

題
解

決
に
向

け
た
打

ち
手

の
方

向
性

（
目

標
）

（
Ⅰ

）
医

療
機

能
の

強
化

（
Ⅱ

）
医

師
確

保
と

適
正

配
置

（
Ⅲ

）
受

療
行

動
適

正
化

1 2 3 4 5 6 7 8 9

機
能

分
担

・
機

能
集

約

連
携

体
制

の
強

化

ふ
る
さ
と
枠

の
効

果
的

な
配

置
～

２
０
２
０
年

に
は

義
務

内
医

師
が

９
２
人

～

医
師

確
保

～
２
０
２
０
年

ま
で
に
２
７
８
人

を
確

保
～

医
師

の
育

成
・
支

援

中
山

間
の

医
師

へ
の

サ
ポ
ー
ト
体

制
の

充
実

中
山

間
勤

務
が

不
利

に
な
ら
な
い
仕

組
づ
く
り

情
報

の
分

析
･公

開
推

進

県
民

の
受

療
行

動
の

改
善

対
策

の
検

討
・
実

行
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52

付
属

資
料

附
属

資
料

54

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

人
, 2

01
1

整
形

・
リ
ハ

眼
科

耳
鼻

科
皮

膚
科

泌
尿

器
科

順
位

35
9.

6

府
中
市

16
1.

4

江
田
島
市

11
6.

8

尾
道
市

11
4.

1

北
広
島
町

11
2.

7

安
芸
高
田
市

10
7.

7

三
次
市

99
.6

大
竹
市

94
.8

竹
原
市

93
.7

廿
日
市
市

84
.1

三
原
市

66
.5

広
島
市

65
.6

東
広
島
市

64
.9

福
山
市

64
.3

四
町

61
.7

呉
市

58
.8

庄
原
市

58
.7

安
芸
太
田
町

55
.0

世
羅
町

51
.6

大
崎
上
島
町

医
師

な
し

患
者

61
名

神
石
高
原
町

神
石
高
原
町

医
師

な
し

患
者

な
し

大
崎
上
島
町

医
師

な
し

患
者

1名

府
中
市

14
0.

4

世
羅
町

11
5.

6

北
広
島
町

10
0.

5

安
芸
高
田
市

88
.8

尾
道
市

69
.4

廿
日
市
市

65
.7

四
町

60
.9

竹
原
市

55
.4

三
次
市

54
.9

呉
市

42
.5

江
田
島
市

40
.1

広
島
市

34
.7

東
広
島
市

32
.0

福
山
市

30
.8

庄
原
市

26
.7

大
竹
市

26
.0

三
原
市

16
.4

安
芸
太
田
町

6.
2

神
石
高
原
町

医
師

な
し

患
者

9名

北
広
島
町

10
5.

7

大
竹
市

96
.6

世
羅
町

95
.5

東
広
島
市

48
.8

安
芸
高
田
市

42
.5

福
山
市

40
.1

廿
日
市
市

39
.4

三
原
市

37
.6

竹
原
市

35
.4

庄
原
市

35
.1

尾
道
市

34
.3

呉
市

32
.4

江
田
島
市

30
.1

広
島
市

29
.5

府
中
市

29
.2

四
町

24
.9

安
芸
太
田
町

21
.4

三
次
市

19
.3

大
崎
上
島
町

10
.4

神
石
高
原
町

医
師

な
し

患
者

7名

大
崎
上
島
町

医
師

な
し

患
者

1名

北
広
島
町

1,
21

4.
4

安
芸
太
田
町

33
5.

4

江
田
島
市

28
2.

4

府
中
市

14
0.

7

安
芸
高
田
市

81
.3

尾
道
市

74
.0

45
.2

三
原
市

45
.1

東
広
島
市

42
.8

広
島
市

40
.4

竹
原
市

38
.8

庄
原
市

37
.9

大
竹
市

23
.7

世
羅
町

71
.7

三
次
市

70
.0

呉
市

66
.0

福
山
市

57
.0

四
町

56
.9

廿
日
市
市

四
町

18
.7

福
山
市

16
.1

廿
日
市
市

16
.0

広
島
市

13
.1

東
広
島
市

11
.7

府
中
市

10
.4

三
原
市

10
.3

竹
原
市

8.
9

大
竹
市

8.
8

呉
市

6.
6

18
.8

神
石
高
原
町

医
師

な
し

患
者

2名

大
崎
上
島
町

医
師

な
し

患
者

2名

江
田
島
市

医
師

な
し

患
者

8名

北
広
島
町

医
師

な
し

患
者

5名

安
芸
太
田
町

医
師

な
し

患
者

1名

庄
原
市

25
.0

尾
道
市

24
.6

世
羅
町

21
.4

三
次
市

19
.0

安
芸
高
田
市

20
11

年
の

市
町

別
診

療
科

別
医

師
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齢
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齢
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は
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す
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ョ
ン
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師
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齢
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医
師
の
増
加

臨
床
研
修
医
の
減

少 医
学
部
の
増
員

20
20

年
パ
ラ
メ
ー
タ
加

味
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

20
11
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現
状
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20
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単
純
シ
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ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
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者
の
減
少
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の
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縮
・
病
床
削
減
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己
負
担
額
の
増

加
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ラ
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-1
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0％
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中
山

間
部

ふ
る
さ
と
枠
未
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分

広
島

県
沿

岸
都

市
部

中
山

間
部

医
師

の
需

給
に
対

す
る
影

響
(増

減
)

医
師

当
た
り
患

者
数

の
変

化

需 要 ( 患 者 数)供 給 ( 医 師 数)

20
11

年

20
20

年
単

純
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン

20
20

年
パ

ラ
メ
ー
タ

加
味 20

11
と

比
較

6位 東
広
島
市

: 
32

.0
7位 広
島
市

: 3
4.

7

16
位

北
広
島
市

: 
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0.
5

17
位

世
羅
町

: 
11

5.
6
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11

年
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20
20

年
単
純
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ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

医
師
の
老
齢
化

女
性
医
師
の
増
加

臨
床
研
修
医
の
減

少 医
学
部
の
増
員
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20

年
パ
ラ
メ
ー
タ
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味
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レ
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ョ
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年
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状

20
20
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ョ
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被
爆
者
の
減
少
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日
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の
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縮
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床
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己
負
担
額
の
増

加
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4%37

.348
.6

31
.3

-3
4％36

.347
.2

34
.2

-5
9％

65
.982

.6

中
山

間
部

ふ
る
さ
と
枠
未
配
分

広
島

県
沿

岸
都

市
部

中
山

間
部

医
師

の
需

給
に
対

す
る
影

響
(増

減
)

医
師

当
た
り
患

者
数

の
変

化

需 要 ( 患 者 数)供 給 ( 医 師 数)
20

11
年

20
20

年
単

純
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン

20
20

年
パ

ラ
メ
ー
タ

加
味 20

11
と

比
較

1位 大
竹
市

: 2
3.

7
2位 庄
原
市

: 3
7.

9

1位 大
竹
市

: 2
3.

7
2位 庄
原
市

: 3
7.

9

20
11

年
現
状

20
20

年
単
純
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

医
師
の
老
齢
化

女
性
医
師
の
増
加

臨
床
研
修
医
の
減

少 医
学
部
の
増
員

20
20

年
パ
ラ
メ
ー
タ
加

味
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

20
11

年
現
状

20
20

年
単
純
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

被
爆
者
の
減
少

平
均
入
院
日
数
の

短
縮
・
病
床
削
減

自
己
負
担
額
の
増

加

20
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年
パ
ラ
メ
ー
タ
加

味
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ミ
ュ
レ
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ョ
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.1

+2
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.1
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.5
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+3
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中
山

間
部

ふ
る
さ
と
枠
未
配
分

広
島

県
沿

岸
都

市
部

中
山

間
部

医
師

の
需

給
に
対

す
る
影

響
(増

減
)

医
師

当
た
り
患

者
数

の
変

化

需 要 ( 患 者 数)供 給 ( 医 師 数)

20
11

年

20
20

年
単

純
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン

20
20

年
パ

ラ
メ
ー
タ

加
味 20

11
と

比
較

9位 福
山
市

: 1
6.

1
10

位
四
町

: 1
8.

7

7位 広
島
市

: 1
3.

1
8位 廿
日
市
市

: 
16

.0

20
11

年
現
状

20
20

年
単
純
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

医
師
の
老
齢
化

女
性
医
師
の
増
加

臨
床
研
修
医
の
減

少 医
学
部
の
増
員

20
20

年
パ
ラ
メ
ー
タ
加

味
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

20
11

年
現
状

20
20

年
単
純
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

被
爆
者
の
減
少

平
均
入
院
日
数
の

短
縮
・
病
床
削
減

自
己
負
担
額
の
増

加

20
20

年
パ
ラ
メ
ー
タ
加

味
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ミ
ュ
レ
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シ
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今

後
、

以
上

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
結

果
を

踏
ま

え
、

都
市

部
と

中
山

間
の

格
差

の
軽

減
に

向
け

、
ふ

る
さ

と
枠

の
配

置
を

検
討

す
る

背
景


高

齢
化

社
会

の
進

展
、

医
学

・
医

療
の

急
速

な
進

歩
の

中
で

医
師

の
需

要
は

年
々

増
大

し
、

医
師

の
育

成
が

不
十

分


特

に
中

山
間

部
の

地
域

医
療

を
担

う
医

師
と

特
定

の
診

療
科

の
医

師
の

不
足

は
深

刻


20

09
年

よ
り

、
広

島

大
学

と
広

島
県

が
連

携
し

て
広

島
県

で
の

医
療

を
担

う
人

材
を

育
て

る
た

め
、

「
ふ

る
さ

と
枠

入
試

」
を

広
島

大
学

部
医

学
部

に
導

入

ふ
る

さ
と

枠
入

試
内

容
（
20

12
年

度
版

)
ふ

る
さ

と
枠

入
試

内
容

（
20

12
年

度
版

)

対
象


広

島
県

内
の

高
等

学
校

を
20

10
年

を
卒

業
し

、
広

島
県

が
貸

付
け

る

奨
学

金
を

受
給

し
、

か
つ

卒
業

後
は

広
島

県
内

で
医

療
に

従
事

す
る

強
い

意
志

が
あ

る
者


毎

年
の

定
員

は
１

５
名

(2
00

9年
は

5名
)

選
抜

手
法


一

般
入

試
と

は
異

な
る

入
試

体
系


出

願
書

類
/ 面

接


セ
ン

タ
ー

試
験

補
助


20

12
年

4月
か

ら
20

18
年

3月
ま

で
の

6年
間

に
お

い
て

、
年

額
24

0万
円

の
貸

付


た

だ
し

、
以

下
の

条
件

を
全

て
満

た
し

た
場

合
、

奨
学

金
の

返
還

は
全

額
免

除


臨

床
研

修
の

２
年

間
に

加
え

、
７

年
間

広
島

県
内

の
公

的
医

療
機

関
等

に
お

い
て

医
師

の
業

務
に

従
事


７

年
間

の
う

ち
の

4年
間

を
次

の
い

ず
れ

か
で

従
事

す
る

▫
知

事
が

指
定

す
る

県
内

の
中

山
間

地
域

等
の

公
的

医
療

機
関

▫
知

事
が

指
定

す
る

診
療

科

大
学

で
学

ぶ
内

容


他

の
一

般
学

生
と

同
じ

授
業

・
実

習
を

学
習


ふ

る
さ

と
枠

学
生

を
対

象
と

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
(定

期
的

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

や
休

暇
中

の
セ

ミ
ナ

ー
、

等
)

資
料

: 広
島

県
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る
さ

と
枠


ふ

る
さ

と
枠

に
よ

る
医

師
数

の
増

加
は

、
「
医

学
部

の
増

員
」
に

含
ま

れ
て

い
る


ふ

る
さ

と
枠

に
よ

る
診

療
科

・
地

域
の

割
り

振
り

は
可

能

義
務

勤
務

年
数

の
間

に
い

か
に

派
遣

地
域

・
診

療
科

に
定

着
さ

せ
る

か
が

大
事
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性
医
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医
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少
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例

え
ば

，
以

下
の

よ
う
な
調

整
が

考
え
ら
れ

る

46
4

-3
0

30
16

34

元
々

の
配

置
配

置
調

整
最

終
的

な
配

置

沿
岸

都
市

部
中

山
間

部
沿

岸
都

市
部

中
山

間
部

沿
岸

都
市

部
中

山
間

部

ふ
る
さ
と
枠

を
利

用
し
た
医

師
の

配
置

調
整

人
, 2

02
0年

, 最
大
で

50
人
配
置
換
え
可
能

2 24 311232

9

小
児
科

そ
の
他

泌
尿
器
科

皮
膚
科
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鼻
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科
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形
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婦
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科
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科
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
医
師
の
負
担
が
あ

ま
り
増
加
し
な
い
、

ま
た
は
減
少
す
る

沿
岸
都
市
部
の

診
療
科
を
負
担
が

増
加
す
る
中
山
間

部
に
配
置


医
師
の
負
担
が

減
少
す
る
中
山
間

部
の
診
療
科
を
、

負
担
が
増
加
す
る

中
山
間
部
に
配
置
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88
救

急
3手

技
の

実
施

施
設

を
一

元
的

に
特

定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
た
め
、
県

へ
の

申
告

・
実

績
デ
ー
タ
等

に
加

え
、
専

門
医

の
意

見
に
基

づ
き
特

定
し
た

情
報

収
集

方
法

長
所

短
所

評
価


対

象
期

間
が

短
い


3保

険
者

(全
体

の
70

%
)の

み
、
共

済
・

健
保

組
合

は
含

ま
な

い


平

成
23

年
度

医
療

機
能

調
査

(県
が

医
療

法
に
基

づ
き
各

施
設

に
調

査
票

を
送

付
)


各

施
設

が
20

10
年

度
に
お
け
る

t-P
A
、

ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
の
実

績
件

数
を
回

答


調

査
対

象
施

設
の

網
羅

性
が

高
い


回

収
率

が
80

%


P
C

Iに
つ
い
て
は

デ
ー
タ
な
し

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ

医
療

機
能

調
査

（
実

績
件
数
）

1
3


回

収
率

が
60

-7
0%

程
度


掲

載
施

設
が

限
定

的


「
病

院
の

実
力

20
12

総
合

編
」
(読

売
新

聞
社

)


読
売

新
聞

社
が

施
設

を
抽

出
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行

い
、

20
0程

度
の

病
院

に
つ
い
て
、

治
療

件
数

実
績

を
集

計


n/

a

民
間

情
報

4


国

保
連

、
後

期
高

齢
者

(2
01

1年
11

-1
月

)、
協

会
健

保
(2

01
1年

11
月

)の
レ
セ
プ
ト

デ
ー
タ


3つ

の
レ
セ
プ
ト
デ
ー

タ
か

ら
施

設
毎

の
3

手
技

実
施

件
数

を
集

計


実

際
に
手

技
が

行
わ

れ
た
施

設
は

す
べ

て
カ
バ

ー
さ
れ

て
い
る

県
へ

の
実

施
可

否
申

告
レ
セ
プ
ト
コ
ー
ド

医
療
機
関
名

医
療
機
関

_ 市
区市

町
_ 調

整
後

レ
セ
プ
ト
件
数

tP
A

34
01

10
01

3
中
国
電
力
株
式
中
区

広
島
市

32
56

1
34

01
10

03
9

瀬
戸
産
婦
人
科
南
区

広
島
市

49
0

34
01

10
06

2
県
立
広
島
病
院
南
区

広
島
市

98
33

1
34

01
10

07
0

広
島
市
立
広
島
中
区

広
島
市

11
68

7
1

34
01

10
09

6
医
療
法
人
灰
塚
中
区

広
島
市

24
0

34
01

10
13

8
国
家
公
務
員
共
中
区

広
島
市

11
45

0
34

01
10

18
7

医
療
法
人
社
団
中
区

広
島
市

49
0

34
01

10
23

7
医
療
法
人
三
和
中
区

広
島
市

13
4

0
34

01
10

25
2

医
療
法
人
あ
か
中
区

広
島
市

39
97

0
34

01
10

29
4

金
林
耳
鼻
科

中
区

広
島
市

10
0

34
01

10
32

8
医
療
法
人
　
住

中
区

広
島
市

10
0

34
01

10
36

9
松
林
内
科
医
院
中
区

広
島
市

4
0

34
01

10
42

7
広
島
赤
十
字
原
中
区

広
島
市

79
01

0
34

01
10

51
8

医
療
法
人
翠
星
南
区

広
島
市

7
0

34
01

10
52

6
於
保
医
院

南
区

広
島
市

72
0

34
01

10
53

4
医
療
法
人
社
団
南
区

広
島
市

20
0

34
01

10
58

3
生
塩
眼
科

南
区

広
島
市

19
0

2 
平

成
23

年
度

医
療

機
能

調
査

、
広

島
県

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
、

広
島

県
保

健
医

療
計

画
(t-

PA
の

み
)

(県
が

調
査

票
を
送

付
）


各

施
設

の
申

告
か

ら
実

施
可

否
を
特

定


調

査
対

象
施

設
の

網
羅

性
が

高
い


調

査
年

度
や

回
収

率
に
ば

ら
つ
き
が

あ
る


(①

-④
で
決

定
で
き

な
か

っ
た
も
の

の
み

に
つ
い
て
実

施
)


各

手
技

を
専

門
と
す

る
ド
ク
タ
ー
に
直

接
ご
確

認
い
た
だ
く


実

際
の

実
施

可
否

に
関

す
る
見

解
を
反

映
で
き
る

先
生

へ
の

個
別

確
認

5 
n/

a

附
属

資
料

90
広

島
県

に
お
け
る
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
実

施
施

設

三
次

市

府
中

市

尾
道

市

世
羅

町

三
原

市庄
原

市

福
山

市

神
石

高
原
町

安
芸

高
田
市

竹
原

市

江
田

島
市

東
広

島
市

呉
市

海
田

町

熊
野

町
坂

町

大
竹

市

府
中

町

安
芸

太
田
町

北
広

島
町

廿
日

市
市

広
島

市

大
崎

上
島
町

t、
c

5
t、

c
6

t、
c

7
t、

c
8

t、
c

10

t、
c

15

t、
c

16

t、
c

17

t、
c

18
t、

c
21

t、
c

22

t、
c

23

t、
c

3

番
号

病
院

名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

山
田
記
念
病
院

寺
岡
記
念
病
院

マ
ツ
ダ
株
式
会
社
マ
ツ
ダ
病
院

社
会
医
療
法
人
里
仁
会
興
生
総
合
病
院

広
島

市
立
広
島
市
民

病
院

翠
清
会
梶
川
病
院

県
立
広
島
病
院

五
日
市
記
念
病
院

脳
神

経
セ
ン
タ
－

大
田

記
念

病
院

荒
木
脳
神
経
外
科
病
院

12 13 14 15 16

神
原
病
院

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
呉
共
済
病
院

市
立
三
次
中
央
病
院

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
呉
医
療
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー

17 18
広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院

広
島
大
学
病
院

19 20 21 22 23 24 25 2611

福
山
市
民
病
院

公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院

JA
廣
島
総
合
病
院

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
中
国
労
災
病
院

JA
尾
道
総
合
病
院

尾
道
市
立
市
民
病
院

谷
川
脳
神
経
外
科

福
山
医
療
セ
ン
タ
ー

c
26

t、
c

13

尾
道

市

三
原

市 t、
c

1
t、

c
4

t、
c

9 t、
c

12

C
25

C
11

t、
c

24

t、
c

20
t、

c
2

t、
c

19

50
件
以
上
実
施
施
設

t,c
14

附
属

資
料

89
広

島
県

に
お
け
る

t-P
A
実

施
施

設

三
次

市

府
中

市

尾
道

市

世
羅

町

三
原

市庄
原

市

福
山

市

神
石

高
原
町

安
芸

高
田
市

竹
原

市

江
田

島
市

東
広

島
市

呉
市

海
田

町

熊
野

町
坂

町

大
竹

市

府
中

町

安
芸

太
田
町

北
広

島
町

廿
日

市
市

広
島

市

大
崎

上
島
町

t、
c

5
t、

c
6

t、
c

7
t、

c
8

t、
c

10

t、
c

15

t、
c

16

t、
c

17

t
18

t、
c

19

t、
c

20
t、

c
24

t、
c

25

t、
c

26

t、
c

3

番
号

病
院

名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27

山
田
記
念
病
院

寺
岡
記
念
病
院

マ
ツ
ダ
株
式
会
社
マ
ツ
ダ
病
院

社
会
医
療
法
人
里
仁
会
興
生
総
合
病
院

広
島

市
立
広
島
市
民
病
院

翠
清
会
梶
川
病
院

県
立
広
島
病
院

五
日
市
記
念
病
院

脳
神

経
セ
ン
タ
－

大
田

記
念

病
院

荒
木
脳
神
経
外
科
病
院

一
ノ
瀬
病
院

尾
道
市
民
病
院

神
原
病
院

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
呉
共
済
病
院

市
立
三
次
中
央
病
院

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
呉
医
療
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー

日
比
野
病
院

広
島
市
立
安
佐
市
民
病
院

広
島
大
学
病
院

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
福
山
医
療
セ
ン
タ
ー

福
山
市
民
病
院

公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院

広
島
赤
十
字
・
原
爆
病
院

JA
廣
島
総
合
病
院

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
中
国
労
災
病
院

JA
尾
道
総
合
病
院

t、
c

14t、
c

11

尾
道

市

三
原

市
t

12

t、
c

1
t、

c
4

t、
c

9 t、
c

13

t
21

t、
c

27

t、
c

23
t、

c
2

t
29

15
件
以
上
実
施
施
設

28 29 30 31 32 33

医
療
法
人
宗
斉
会
須
波
宗
斉
会
病
院

JA
吉
田
総
合
病
院

公
立
下
蒲
刈
病
院

医
療
法
人
社
団
広
島
厚
生
会
広
島
厚
生
病
院

谷
川
脳
神
経
外
科

庄
原
日
赤

t
28

t
30

t
31

t、
c

32

t
33

附
属

資
料

91
広

島
県

に
お
け
る

PC
I実

施
施

設

三
次

市

府
中

市

尾
道

市

世
羅

町

三
原

市

庄
原

市

福
山

市

神
石

高
原
町

安
芸

高
田
市

江
田

島
市

東
広

島
市

呉
市

海
田

町

熊
野

町
坂

町

大
竹

市

府
中

町

安
芸

太
田
町

北
広

島
町

廿
日

市
市

広
島

市

大
崎

上
島
町

番
号

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

病
院

名

福
山

市
民
病
院

福
山

循
環
器
病
院

広
島

市
立
広
島
市

民
病
院

医
療

法
人

あ
か

ね
会

土
谷

総
合

病
院

広
島

市
立
安
佐
市

民
病
院

県
立
広
島
病
院

JA
廣
島
総
合
病
院

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
呉
医
療
セ
ン
タ
ー

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー

広
島
大
学
病
院

広
島
赤
十
字
原
爆
病
院

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
呉
共
済
病
院

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
福
祉
機
構
中
国
労
災
病
院

せ
の
お
循
環
器
科
・
心
臓
血
管
外
科

医
療
法
人
清
幸
会
土
肥
病
院

市
立
三
次
中
央
病
院

尾
道
市
立
市
民
病
院

広
島
鉄
道
病
院

高
陽
ニ
ュ
－
タ
ウ
ン
病
院

社
会
医
療
法
人
里
仁
会
興
生
総
合
病
院

JA
尾
道
総
合
病
院

マ
ツ
ダ
株
式
会
社
マ
ツ
ダ
病
院

福
山
医
療
セ
ン
タ
ー

総
合
病
院
庄
原
赤
十
字
病
院

脳
神
経
セ
ン
タ
－
大
田
記
念
病
院

済
生
会
広
島
病
院

公
立
世
羅
中
央
病
院

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー

広
島
医
療
生
活
協
同
組
合
広
島
共
立
病
院

井
野
口
病
院

総
合
病
院
福
島
生
協
病
院

中
国
電
力
株
式
会
社
中
電
病
院

公
立
み
つ
ぎ
総
合
病
院

藤
井
整
形
形
成
外
科
医
院

P
5

P
14

P
18

P
19

P
24 P

27

P
28

P
29

P
30

P
31

P
34

P
26

P
32

50
0件

以
上
実
施
施
設

P
1

P
34

P
25

P
3

P
4P

6P
7

P
8

P
9

P
10

P
12

P
13

P
16

P
17

P
20

P
21

P
22

P
23

P
2

P
15

P
33

竹
原

市

P
11

附
属

資
料

（　　）28



92
救

急
医

療
の

ア
ク
セ
ス
分

析
は

、
地

理
的

ア
ク
セ
ス
が

直
接

影
響

す
る
「
移

送
」
時

間
に
焦

点
を
当

て
る
た
め
、
時

間
を
仮

定
す
る
必

要
が

あ
る

心
筋

梗
塞

脳
卒

中

搬
送

待
機

移
送

覚
知

処
置

準
備

救
急

医
療

時
間

構
成

医
療
機
関
へ
の
地
理
的
な

ア
ク
セ
ス
が
左
右
す
る
部
分

42
分


脳

卒
中

全
体

に
か

か
る

覚
知

時
間

の
中

央
値

（
東

京
都

）


広

島
県

の
平

均


平
均
的
な
時
間
と
し
て

認
識

（
専

門
医

見
解

）


東

京
都

C
C

U
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
搬

送
ま
で
の

中
央

値

発
症

治
療

開
始

通
報

到
着

病
着


聖

路
加

国
際

病
院

に
お

け
る
平

均
値

（
20

09
)

64
 分

Y分
10

0 
分

ア
ク
セ
ス

分
析

の
前

提
と
す
る

基
本

時
間

10
 分

X 
分

60
 分

資
料

:
東
京
都
脳
卒
中
救
急
搬
送
体
制
実
態
調
査
報
告
書
（
東
京
都
、

20
11

年
3月

）
、
第

1期
分
析
結
果
に
よ
る
（
報
告
書

p 
 )

Jo
ur

na
l o

f C
ar

di
ac

 F
ai

lu
re

 V
ol

.9
(2

01
1)

”A
ss

oc
ia

tio
n 

Be
tw

ee
n 

Pr
eh

os
pi

ta
l T

im
e 

In
te

rv
al

 a
nd

 S
ho

rt-
Te

rm
 O

ut
co

m
e 

in
 A

cu
te

 H
ea

rt 
Fa

ilu
re

 P
at

ie
nt

s”

附
属

資
料

93
救

急
ア
ク
セ
ス
に
関

す
る
諸

々
の

指
標

時
間

を
参

考
と
し
て
、
望

ま
し
い
ア
ク
セ
ス
の

基
準

時
間

を
設

定
し
、
現

状
を
評

価
す
る

心
筋

梗
塞

発
症

治
療

通
報

到
着

病
着

X分
10

分
42

分
60

分

3 
時

間
(1

80
 分

)


厚
生
労
働
省
「
医
療
計
画
作
成
指
針
」
：
『
発
症
後

3時
間

以
内
に
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
』

2 
時

間
(1

20
 分

)


厚
生
労
働
省
「
医
療
計
画
作
成
指
針
」
：
目
標
と
し
て
『
発

症
後
遅
く
と
も

2時
間
以
内
に
専
門
的
な
診
療
が
可
能
な

医
療
機
関
に
到
着
で
き
る
こ
と
』

64
分

10
0分

90
 分


東
京

C
C

U
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
：

『
搬
送

45
分
が
病
院
で

の
死
亡
率
を
左
右
す
る
重
要
な
指
標
』


厚
生
労
働
省
「
医
療
計
画
作
成
指
針
」
：
『
90

分
以
内
に

PC
Iの

開
始
が
可
能
で
あ
る
こ
と
』

t-P
A

ク
リ
ッ

ピ
ン
グ

基
本

時
間

PC
I

基
本

時
間

発
症

治
療

通
報

到
着

病
着

目
標

や
指

標
と
し
て
設

定
さ
れ

て
い
る
時

間

脳
卒

中

分
析

に
用

い
る
目

安
時

間
基

準
時

間
(到

着
～

病
着

)

Y分 45
 分

X 
≤ 

70
 分

Y 
≤ 

45
 分

60
分

(政
策
決
定
時
に
使

用
す
る
可
能
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広島県地域保健対策協議会 医療従事者対策専門委員会
委員長　平川　勝洋　広島大学ひろしま地域医療協議会
委　員　烏帽子田彰　広島大学大学院医歯薬保健学研究院
　　　　桑原　正雄　広島県医師会
　　　　坂上　隆士　広島県健康福祉局医療政策課
　　　　阪谷　幸春　広島市健康福祉局保健部保健医療課
　　　　佐々木昌弘　広島県健康福祉局
　　　　竹内　啓祐　広島大学医学部
　　　　武内　庸子　財団法人　広島県地域保健医療推進機構
　　　　棚多　里美　広島県健康福祉局
　　　　土手　慶五　広島県医師会
　　　　豊田　秀三　広島県医師会
　　　　檜谷　義美　広島県医師会
　　　　松本　正俊　広島大学医学部

（　　）30


	B01_医療従事者
	B01_医療従事者00

